
論
文

北
条
政
子
の
熊
野
詣
と
そ
の
意
義

田　

端　

泰　

子

は
じ
め
に

　

熊
野
詣
と
は
熊
野
本
宮
、
新
宮
、
那
智
三
社
へ
の
参
詣
の
旅
を
こ
う
呼
ぶ
。
熊

野
は
多
く
の
人
々
が
参
詣
し
始
め
る
以
前
は
、
山
伏
の
修
験
の
場
で
あ
っ
た
が
、

一
〇
世
紀
か
ら
庶
民
や
貴
族
、
院
の
参
詣
が
記
録
に
留
め
ら
れ
始
め
る（『
い
ぬ
ほ

し
』、『
三
宝
絵
詞
』
な
ど
）。

　

熊
野
詣
に
関
す
る
研
究
は
、
民
俗
学
、
歴
史
学
、
宗
教
学
な
ど
か
ら
、
ま
た
一

遍
が
熊
野
詣
を
し
た
部
分
に
関
す
る
絵
画
が
『
一
遍
聖
絵
』
に
残
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
絵
画
史
研
究
の
面
か
ら
も
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
特
に
五
来
重

氏
の
『
熊
野
詣　

三
山
信
仰
と
文
化（（
（

』
を
初
め
と
し
て
、
宮
地
直
一
氏
の
『
熊
野

三
山
の
史
的
研
究（（
（

』、
児
玉
洋
一
氏
の
『
熊
野
三
山
経
済
史（（
（

』、
新
城
常
三
氏
の

『
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究（（
（

』、
小
山
靖
憲
氏
の
『
熊
野
古
道（（
（

』
な
ど
、

多
く
の
研
究
成
果
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
中
で
も
、
平
安
後
期
・

院
政
期
の
熊
野
詣
の
ル
ー
ト
を
実
際
に
歩
い
て
探
査
し
、
史
料
と
比
較
検
討
さ
れ

た
戸
田
芳
実
氏
の
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
、
史
料
は
少
な
い
が
鎌
倉
期
の
北
条
政
子

の
熊
野
詣
と
そ
の
背
景
に
あ
る
北
条
政
子
の
執
政
と
彼
女
の
役
割
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
と
思
う
。

　

戸
田
芳
実
氏
は
、
一
九
六
六
年
か
ら
逝
去
さ
れ
た
一
九
九
一
年
ま
で
の
二
十
五

年
間
、
熊
野
な
ど
古
道
の
踏
査
を
行
わ
れ
た
。
遺
稿
と
し
て
残
さ
れ
た
原
稿
を
、

鈴
木
景
二
氏
が
丹
念
に
史
料
の
確
認
、
誤
記
・
誤
植
の
訂
正
、
注
の
増
補
な
ど
を

行
わ
れ
完
成
し
た
の
が
『
歴
史
と
古
道　

歩
い
て
学
ぶ
中
世
史（（
（

』
で
あ
る
。

　

戸
田
氏
は
文
化
庁
の
事
業
す
な
わ
ち
一
九
七
八
年
か
ら
八
三
年
ま
で
の
五
年
間

の
道
の
調
査
、
補
修
、
復
元
に
、
地
元
住
民
・
自
治
体
が
協
力
し
た
こ
と
に
刺
激

さ
れ
、
自
ら
熊
野
の
古
道
を
何
度
も
歩
き
、「
熊
野
道
の
主
体
は
…
滝
尻
王
子
か

ら
本
宮
に
至
る
中
辺
路
と
、
那
智
山
か
ら
本
宮
・
湯
峰
に
通
じ
る
大
雲
取
・
小
雲

取
の
道
」
で
、「
一
〇
〇
キ
ロ
に
近
い
古
道
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
た
の
で

あ
る
。

　

次
い
で
平
安
初
期（
一
〇
世
紀
）以
後
の
増
基
法
師
の
『
い
ぬ
ほ
し
』、
宇
多
院
な

ど
院
や
貴
族（
藤
原
行
成
、
藤
原
為
房
、
藤
原
宗
忠
、
源
師
時
、
藤
原
経
房
、
藤
原
定
家
）

論
文
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の
参
詣
記
を
調
べ
て
、
平
安
か
ら
鎌
倉
初
期
に
至
る
期
間
の
熊
野
道
が
ど
こ
で

あ
っ
た
の
か
、
道
中
、
貴
族
は
ど
の
よ
う
な
祈
り
を
行
っ
た
の
か
、
何
を
見
聞
き

し
た
の
か
、
天
候
や
行
路
の
不
順
、
困
難
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
切
っ
た
の
か
な
ど

を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
の
戸
田
芳
実
氏
の
先
行
研
究
や
五
来
重
氏
ら
の
熊
野
詣
に
関
す
る
諸
業
績
を

導
き
の
星
と
し
つ
つ
、
史
料
の
残
存
状
況
は
極
端
に
少
な
い
が
北
条
政
子
の
熊
野

詣
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
。

　

い
っ
ぽ
う
北
条
政
子
に
関
す
る
研
究
は
多
い（（
（

。
筆
者
も
『
幕
府
を
背
負
っ
た
尼

御
台　

北
条
政
子
』
を
以
前
執
筆
し
て
、
大
筋
は
論
じ
尽
く
し
た
が
、
こ
の
前
著

で
記
述
し
残
し
た
政
子
の
仏
事
執
行
と
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
彼
女
の
人
間
性
に

つ
い
て
本
稿
で
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
。

一　

院
政
期
・
鎌
倉
初
期
の
熊
野
詣

　

中
世
院
政
期
の
熊
野
詣
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い

事
実
は
、
熊
野
本
宮
の
位
置
や
そ
の
周
囲
の
景
観
、
本
宮
に
至
る
行
路
が
現
在
と

は
異
な
る
点
で
あ
る
。
明
治
二
十
二
年（
一
八
八
九
）の
大
水
害
以
前
は
、
本
宮
は

熊
野
川
と
音
無
川
が
合
流
す
る
地
点
「
大お

お

斎ゆ
の

原は
ら

」
に
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
水
害

で
本
宮
大
社
は
現
在
の
地
に
移
転
し
た
の
で
、
旧
社
地
に
は
基
壇
と
石
祠
の
み
が

残
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
論
証
す
る
の
は
『
一
遍
上
人
絵

伝
（
（
（

』
で
あ
り
、
本
絵
巻
に
よ
る
と
、
旧
本
宮
大
社
の
周
囲
は
切
り
立
っ
た
山
肌
や

岩
石
で
埋
め
ら
れ
て
お
り
、
熊
野
川
の
河
原
に
船
着
場
が
あ
っ
て
、
舟
で
新
宮
ま

で
上
下
し
た
こ
と
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。

　

院（
上
皇
）の
熊
野
詣
は
宇
多
院
の
延
喜
七
年（
九
〇
七
）十
月
の
そ
れ
が
嚆
矢
で

あ
る
。
紀
路
を
採
っ
た
が
、
船
に
も
乗
り
、
困
難
を
極
め
た
熊
野
詣
で
あ
り
、
必

要
物
資
も
都
の
穀
倉
院
か
ら
綿
三
百
屯
・
調
布
二
百
端
を
支
出
し
、
そ
れ
を
持
参

し
て
ま
か
な
っ
た
と
い
う
。

　

長
保
元
年（
九
九
九
）十
一
月
の
花
山
院
の
熊
野
詣
も
『
権
記
』（
藤
原
行
成
の
日

記
）に
よ
る
と
、
伊
勢
経
由
の
船
旅
を
採
る
よ
う
に
と
の
院
の
仰
せ
が
あ
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
〇
世
紀
の
宇
多
・
花
山
両
院
の
こ
ろ
、
紀
路
の
陸

路
は
難
路
と
さ
れ
、
そ
れ
を
避
け
て
、「
紀
伊
・
伊
勢
共
に
あ
る
区
間
海
路
を
用

い
た
」
と
戸
田
氏
は
推
定
し
て
い
る
。

　

寛
治
四
年（
一
〇
九
〇
）正
月
に
行
わ
れ
た
白
河
院
最
初
の
熊
野
御
幸
以
後
、
院

や
貴
族
の
熊
野
詣
の
参
拝
方
式
が
定
式
化
さ
れ
る
。
白
河
院
は
正
月
二
十
二
日
に

鳥
羽
の
御
精
進
所
を
出
発
し
、
一
ヶ
月
余
の
二
月
二
十
六
日
に
鳥
羽
殿
に
還
御
し

て
い
る
。
そ
の
後
、
白
河
院
は
先
達
を
務
め
た
法
印
権
大
僧
都
増
誉
を
熊
野
三
山

検
校
に
、
熊
野
別
当
長
快
を
法
橋
に
補
任
し
、
ま
た
紀
伊
国
の
田
畠
百
余
町
を
熊

野
山
に
寄
進
し
て
い
る（（
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
戸
田
氏
は
「
熊
野
山
は
こ
う
し
て
院
権

力
に
組
み
込
ま
れ
た
」
と
評
価
し
、
こ
れ
を
嚆
矢
と
し
て
白
河
院
九
度
、
鳥
羽
院

二
十
一
度
、
後
白
河
院
三
十
四
度
、
後
鳥
羽
院
二
十
八
度
の
院
熊
野
御
幸
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

院
が
詣
で
た
院
政
期
の
熊
野
路
は
、
京
都
・
本
宮
間
が
約
300
㎞
（
72
里
余
）、
本

宮
・
新
宮
・
那
智
の
三
山
一
周
が
約
120
㎞
（
28
里
余
）、
こ
れ
に
帰
路
を
加
え
て
、

京
都
か
ら
の
往
復
全
行
程
は
700
㎞
を
越
え
る
長
途
の
聖
地
巡
礼
の
道
で
あ
っ
た
。

　

戸
田
氏
は
ま
た
、
熊
野
先
達
は
参
詣
人
を
響
導
し
て
熊
野
路
を
幾
度
と
な
く
往

来
し
、
路
次
の
諸
王
子（
九
十
九
王
子
と
呼
ば
れ
る
）で
の
礼
拝
や
水
辺
の
祓
い
な
ど
、
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道
中
の
所
作
と
禁
忌
を
励
行
さ
せ
る
全
権
を
握
っ
て
お
り
、
巫
女
を
補
任
す
る
権

限
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
熊
野
へ
の
道
中
の
各
所
で
、
参
詣
人
の
た
め
の

「
道
者
米
」
や
、
熊
野
の
住
僧
・
客
僧
に
施
す
「
僧
供
米
」
な
ど
を
、
結
縁
の
た

め
そ
の
人
の
志
に
応
じ
て
拠
出
す
る
よ
う
、
沿
道
住
人
や
往
来
の
人
々
に
呼
び
か

け
る
勧
進
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
院
御
幸
開
始
時
点
で
は
死
穢
を
忌
む
タ
ブ
ー
が
強
化
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
そ
れ
は
緩
和
さ
れ
、
参
詣
人
の
浄
・
不
浄
を
嫌
わ
な
い
中
世
熊
野
信
仰
の
か

た
ち
が
形
成
さ
れ
た
と
す
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
康
治
二
年（
一
一
四
三
）正
月
七
日
付
の
「
藤
代
王
子
巫

女
」
の
補
任
状（（1
（

の
存
在
が
、
巫
女
を
は
じ
め
と
し
て
女
院
な
ど
の
参
詣
を
許
す
熊

野
詣
の
男
女
平
等
性
を
開
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
す
る
。
な

お
こ
の
時
代
、
巫
女
は
「
八
人
女
」（
八
乙
女
）と
呼
ば
れ
た
よ
う
に
多
数
い
て
、

そ
の
ト
ッ
プ
は
「
惣
之
一
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　

ま
た
、
中
下
層
熊
野
先
達
は
熊
野
山
に
属
す
る
修
行
者
や
大
衆
で
あ
り
、
五
人

か
ら
八
人
の
集
団
で
、
街
頭
な
ど
各
所
で
「
熊
野
権
現
御
垂
迹
縁
起
」
な
ど
を
説

い
て
信
心
や
参
詣
を
勧
め
な
が
ら
、
写
経
・
造
営
・
僧
供
な
ど
の
資
の
奉
加
を
募

る
勧
進
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
れ
は
「
き
わ
め
て
活
発
で
執
拗
」
で
あ
っ
た
。
彼

ら
は
ま
た
「
熊
野
僧
供
米
」
を
各
地
に
プ
ー
ル
し
て
「
出す

い
こ挙
米
」（
高
利
貸
米
）と

し
て
運
用
し
た
こ
と
を
戸
田
氏
は
著
書
『
初
期
中
世
社
会
史
の
研
究（（1
（

』
で
述
べ
て

い
る
。

　

熊
野
へ
は
院
や
男
性
貴
族
の
ほ
か
、
女
院
や
一
般
の
男
女
が
平
安
期
か
ら
院
政

期
に
か
け
て
、
多
数
参
詣
し
て
い
る
こ
と
が
、
貴
族
の
参
詣
記
か
ら
伺
え
る
。
こ

の
よ
う
に
熊
野
の
神
は
男
女
を
共
に
受
け
入
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
ど
こ
に

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

熊
野
は
「
蘇
り
の
地
」
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
根
拠
は
神
話
に
あ
り
、
イ
ザ
ナ
ギ
、

イ
ザ
ナ
ミ
の
夫
婦
神
が
天

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
と
素す

戔さ
の

鳴お
の

尊み
こ
とを
も
う
け
た
あ
と
、
イ
ザ
ナ
ミ
が

第
三
子
と
し
て
「
火
の
神
」
を
生
ん
だ
た
め
に
焼
死
し
て
し
ま
い
、
夫
神
と
別
れ

て
黄よ

泉み
の

国く
に

に
住
む
よ
う
に
な
り
、
い
っ
ぽ
う
「
火
の
神
」
は
母
を
焼
死
さ
せ
た
た

め
、
父
神
に
斬
り
殺
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
イ
ザ
ナ
ミ
は
熊

野
に
葬
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
熊
野
は
黄
泉
国
の
入
口
で
、
こ
こ
に
は
多
く

の
神
や
先
祖
の
霊
が
集
ま
り
、
ま
た
生
ま
れ
変
わ
る
「
蘇
り
の
地
」
で
あ
る
と
い

う
言
い
伝
え
で
あ
る
。

　

こ
の
言
い
伝
え
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
次
の
事
実
で
あ
る
。
女
性
は
子
を
産
む

場
合
、
時
に
は
「
産
死
」
す
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
そ
う
し
た
女
性
の
霊
魂
を
慰

撫
し
、
で
き
う
る
な
ら
ば
蘇
る
こ
と
を
神
々
に
祈
願
す
る
地
と
し
て
、
熊
野
は

院
・
女
院
以
下
一
般
百
姓
・
下
人
に
至
る
人
々
の
信
仰
を
集
め
た
と
推
察
で
き
る
。

　

平
安
前
期
の
熊
野
は
「
死
者
の
霊
の
こ
も
る
聖
地
」
と
し
て
修
験
者
、
修
行
僧

の
道
場
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
熊
野
の
位
置
は
、
中
世
、「
女
人
禁
制
」
を
掲
げ

る
高
野
山
・
比
叡
山
な
ど
の
霊
場
と
は
逆
の
、
男
女
を
受
け
入
れ
る
聖
地
、
蘇
り

の
地
と
し
て
多
く
の
人
々
の
心
に
響
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

近
世
に
な
っ
て
熊
野
信
仰
を
広
め
た
の
は
熊
野
比
丘
尼
で
あ
る
。
曼
荼
羅
を
持

参
し
て
各
地
で
「
絵
解
き
」
を
し
た
こ
と
が
、
熊
野
へ
の
信
仰
の
広
が
り
を
支
え

続
け
た
。
こ
れ
も
熊
野
が
女
性
を
排
除
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
熊
野
に
詣
で
る
巡

礼
の
女
性
た
ち
を
増
や
し
た
理
由
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

院
・
天
皇
・
女
院
の
大
掛
か
り
な
熊
野
詣
を
支
え
た
の
は
、
御
師
た
ち
ば
か
り

で
は
な
く
、
熊
野
街
道
や
そ
の
沿
道
の
藤
原
摂
関
家
の
荘
園
住
民
で
あ
り
、
一
般
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の
参
詣
者
の
中
に
も
「
女
人
・
盲
者
・
癩
病
者
」
が
い
た
こ
と
は
、
五
来
氏
以
来
、

ほ
と
ん
ど
全
て
の
研
究
者
が
言
及
し
て
い
る
。
な
ぜ
こ
れ
ら
の
歩
行
困
難
な
人
々

が
熊
野
の
山
道
を
歩
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
五

来
氏
は
「
か
き
や
み（
癩
病
者
）」
の
乗
る
土
車
を
「
千
僧
供
養
万
僧
供
養
に
ひ
と

し
い
功
徳
」
と
し
て
引
き
、
熊
野
へ
送
り
継
ぐ
こ
と
が
「
業
病
者
の
宿
願
成
就
に

合
力
」
す
る
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
は
引
い
た
人
の
現
世
利
益
と
往
生
決
定

に
繋
が
る
と
見
て
い
る
。「
五
体
不
具
」
は
前
世
の
「
業
罰
」
で
あ
る
と
見
な
さ

れ
た
古
代
・
中
世
の
人
々
に
と
っ
て
、
戸
田
氏
は
「
身
障
者
に
と
っ
て
熊
野
の
超

人
的
苦
行
の
旅
が
、
か
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
希
望
の
道
」
で
あ
り
、
か
れ
ら

に
対
し
て
「
上
下
の
参
詣
者
が
み
ず
か
ら
の
功
徳
の
た
め
に
行
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

援
助
の
手
が
さ
し
の
べ
ら
れ
た
」
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
沿
道
荘
園
の
住
民
や

一
般
参
詣
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
援
助
に
よ
っ
て
、
身
障
者
の
熊
野
詣
と
い
う
極
め
て

困
難
な
山
岳
参
詣
が
成
就
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
熊
野
参
詣
の
大
き
な
特
徴
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

二　

源
頼
朝
時
代
の
源
家
と
熊
野
の
関
係

　

源
頼
朝
は
、
源
平
合
戦
の
最
終
段
階
つ
ま
り
義
経
が
讃
岐
国
屋
島
で
平
家
軍
を

破
っ
た
屋
島
の
戦
い
の
こ
ろ
、
鎌
倉
で
御
台
所
政
子
と
共
に
「
南
御
堂
」（
勝
長

寿
院
）の
落
慶
供
養
に
臨
み
、
そ
の
後
熊
野
山
に
三
河
国
の
竹
谷
、
蒲
形
両
荘
を

寄
進
し
て
い
る
。

　

勝
長
寿
院
は
頼
朝
が
文
治
元
年（
一
一
八
五
年
）、
そ
の
父
義
朝
の
菩
提
供
養
の

た
め
鎌
倉
雪
の
下
に
建
立
し
た
寺
で
あ
る
。

　

い
っ
ぽ
う
竹
谷
、
蒲
形
の
二
荘
は
、
元
は
開
発
領
主
で
あ
る
散
位
俊
成
が
熊
野

山
に
寄
進
し
た
荘
園
で
、
熊
野
別
当
湛
快
が
そ
の
地
の
領
主
と
な
り
、
湛
快
は
そ

の
女
子
に
譲
与
し
た
と
い
う
。
女
子
は
初
め
「
行
快
僧
都
」
の
妻
と
な
り
、
後

「
前
薩
摩
守
平
忠
度
朝
臣
」
に
嫁
し
た
と
い
う
。
平
忠
度
は
一
ノ
谷
で
前
年
二
月

に
「
誅
戮
」
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
所
領
は
「
没
官
領
」
と
し
て
「
武
衛
」（
源
頼

朝
）が
拝
領
し
た
。
そ
こ
で
「
領
主
女
子
」（
湛
快
の
女
子
）は
「
本
夫
行
快
」
に
懇

望
し
、「
早
く
子
細
を
関
東
に
愁
い
申
し
て
こ
れ
ら
の
二
荘
を
安
堵
さ
せ
て
ほ
し

い
、
そ
う
な
れ
ば
将
来
行
快
の
子
息（
自
分
の
生
ん
だ
子
息
）に
譲
る
」
と
約
束
し
た

の
で
、
熊
野
の
「
行
快
僧
都
」
は
、
熊
野
か
ら
使
者
を
遣
わ
し
て
、
頼
朝
に
言
上

し
た
。
行
快
は
自
ら
は
「
六
条
廷
尉
禅
門（
源
為
義
・
頼
朝
の
祖
父
）外
孫
」
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
為
義
の
子
行
範
が
行
快
の
父
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
訴

え
を
聞
き
、
頼
朝
は
「
於
源
家
其
好
已
異
他
」（
源
家
と
の
特
別
の
縁
が
重
な
っ
て
い

る
の
で
）と
の
理
由
で
、
す
ぐ
に
両
荘
を
女
子
に
与
え
て
い
る（（1
（

。

　

つ
ま
り
勝
長
寿
院
は
頼
朝
の
父
義
朝
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
て
た
寺
院
で
あ

り
、
熊
野
山
領
の
二
荘
は
祖
父
源
為
義
の
外
孫
の
持
つ
荘
園
で
あ
る
の
で
、
同
じ

く
源
家
の
祖
先
供
養
の
た
め
に
と
、
す
ぐ
さ
ま
行
快
に
所
有
権
を
安
堵
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

湛
快
は
約
十
年
前
の
一
一
七
四
年
に
亡
く
な
っ
た
高
名
な
熊
野
別
当
で
あ
る
。

そ
の
女
子
が
、
や
は
り
熊
野
別
当
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
為
義
の
外
孫
行
快
の
妻

に
な
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
源
家
の
子
孫
が
熊
野
別
当
の
娘
と
婚
姻
し
、
そ
の
娘

の
所
領
の
安
堵
を
源
家
に
求
め
た
の
は
当
然
の
行
為
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

『
吾
妻
鏡
』
は
勝
長
寿
院
落
慶
法
要
の
日
に
、
先
の
熊
野
別
当
湛
快
の
娘
に
対
し

て
三
河
国
竹
谷
・
蒲
形
両
荘
を
安
堵
し
た
こ
と
に
対
し
て
、「
且
又
御
敬
神
之
故
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也
云
々
」
と
頼
朝
の
熊
野
神
を
敬
う
心
の
故
で
あ
ろ
う
と
記
し
て
い
る
が
、
頼
朝

に
と
っ
て
は
、
父
義
朝
・
祖
父
為
義
と
い
う
源
家
先
祖
の
供
養
の
意
味
合
い
が
大

き
く
、
そ
の
た
め
の
「
南
御
堂
」
の
建
造
と
、
二
荘
園
の
熊
野
社
へ
の
寄
進
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

頼
朝
が
熊
野
領
に
つ
い
て
生
存
中
に
指
示
し
た
例
は
他
に
も
若
干
存
在
す
る
。

文
治
二
年（
一
一
八
六
）三
月
の
関
東
知
行
国
の
内
、「
乃
貢
未
済
荘
々
注
文
」
の
中

に
熊
野
領
下
総
国
「
匝

そ
う
さ
み
な
み
の
し
よ
う

瑳
南
荘
」
が
あ
り（（1
（

、
六
月
熊
野
別
当
領
と
し
て
「
上
総
国

畔あ
ひ
る
の蒜
荘し
よ
う」
が（（1
（

『
吾
妻
鏡
』
に
出
現
す
る
。
後
者
の
地
頭
職
は
、
頼
朝
が
熊
野
別
当

に
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
上
総
介
」（
足
利
義
兼
）と
和
田
義
盛
の
両
人

が
地
下
を
管
領
し
て
い
て
、
本
所
熊
野
社
に
年
貢
を
運
上
し
な
い
の
で
、
頼
朝
は

両
人
に
対
し
熊
野
社
へ
の
年
貢
の
上
納
を
命
じ
て
い
る
。

　

文
治
五
年（
一
一
八
九
）三
月
に
、
頼
朝
は
後
白
河
院
の
院
宣
に
対
し
て
二
通
の

「
請
文
」
を
出
し
た
。
そ
の
内
の
一
通
は
「
熊
野
御
領
播
磨
国
浦
上
荘
」
の
年
貢

に
つ
い
て
で
あ
り
、
浦
上
荘
の
年
貢
は
「
湛
政
」
が
徴
収
し
貢
納
す
る
習
い
で
あ

り
、
ま
た
「
地
頭
職
」
停
止
の
荘
園
で
あ
る
の
で
、
梶
原
景
時
の
地
頭
職
を
停
止

す
べ
き
旨
を
、
院
か
ら
直
に
「
庄
家
」
に
命
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
頼
朝
は
述
べ

て
い
る（（1
（

。
浦
上
荘
は
「
平
家
没
官
領
」
の
内
に
入
っ
て
い
る
が
、
頼
朝
は
熊
野
社

領
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

建
久
五
年（
一
一
九
四
）閏
八
月
十
二
日
条
に
は
、「
但
馬
国
多
々
良
岐
荘
」
を
初

め
て
「
地
頭
補
任
之
地
」
と
為
し
、「
熊
野
鳥
居
禅
尼
」
に
与
え
る
事
を
幕
府
は

決
定
し
た
。
そ
の
理
由
を
『
吾
妻
鏡
』
は
「
是
依
所
望
也
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、

禅
尼
自
身
が
望
ん
だ
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る（（1
（

。

　

約
四
十
日
後
の
九
月
二
十
三
日
条
に
、
禅
尼
と
こ
の
荘
園
に
つ
い
て
の
詳
し
い

記
述
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
多
々
良
岐
荘
」
は
も
と
も
と
「
源
宰
相
」（
源

兼
忠
）の
所
領
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
源
義
朝
の
姉
「
熊
野
鳥
居
禅
尼
」
の
強
い

所
望
に
よ
り
、
頼
朝
は
禅
尼
に
地
頭
補
任
の
下
文
を
遣
わ
し
た
が
、
領
家
の
年
貢

課
役
な
ど
は
懈
怠
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
の
書
状
を
、
こ
の
日
に
遣
わ
し
た
と

い
う（（1
（

。「
多
々
良
岐
荘
」
は
但
馬
国
朝
来
郡
に
あ
る
荘
園
で
、
現
在
の
兵
庫
県
朝

来
郡
朝
来
町
多
々
良
岐
・
奥
多
々
良
木
一
帯
に
あ
っ
た
荘
園
で
あ
り
、
弘
安
八
年

（
一
二
八
五
）「
但
馬
国
太
田
文
」
時
点
の
本
家
は
安
嘉
門
院
、
領
家
は
鎌
倉
幕
府
、

地
頭
は
加
治
輔
朝
、
荘
田
は
十
六
町
で
あ
る
と
い
う（（1
（

。

　

こ
の
熊
野
鳥
居
禅
尼
に
つ
い
て
は
、
こ
の
四
年
前
の
史
料
が
残
っ
て
い
る
。
建

久
元
年（
一
一
九
〇
）、
頼
朝
が
十
月
に
後
白
河
上
皇
、
後
鳥
羽
天
皇
へ
の
拝
謁
の

た
め
に
京
へ
と
出
発
す
る
以
前
の
四
月
十
九
日
、
紀
伊
国
湯
橋
の
地
頭
領
主
「
熊

野
尼
公
」
に
対
し
て
消
息
を
送
り
、「
造
大
神
宮
役
夫
工
米
」
の
未
済
を
止
め
る

よ
う
「
下
知
」
し
て
い
る
の
で
あ
る（（1
（

。
お
そ
ら
く
伊
勢
大
神
宮
役
夫
工
米
を
未
進

し
た
「
熊
野
尼
公
」
は
、
四
年
後
に
登
場
す
る
「
熊
野
鳥
居
禅
尼
」
と
同
一
人
物

で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

頼
朝
が
熊
野
鳥
居
禅
尼
に
地
頭
職
を
与
え
た
の
は
、
自
ら
の
叔
母
で
あ
っ
た
と

い
う
尊
敬
の
念
も
相
俟
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

親
族
以
外
の
御
家
人
の
娘
に
も
頼
朝
は
地
頭
職
を
与
え
て
い
る
。
頼
朝
の
父
義

家
の
家
人
鎌
田
正
清
は
、
保
元
の
乱
以
来
義
朝
に
仕
え
て
功
を
挙
げ
た
家
人
で
、

永
暦
元
年（
一
一
六
〇
）妻
の
父
長
田
荘
司
忠
致
の
奸
計
に
よ
っ
て
義
朝
が
殺
さ
れ
、

政
清
も
同
じ
時
に
長
田
の
子
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
、
政
清
の
妻（
長
田
忠
致
の
娘
）は

こ
の
こ
と
を
悲
し
ん
で
自
害
し
た
と
い
う
。
政
清
の
遺
児
の
男
子
二
人
は
、
一
ノ

谷
で
戦
死
し
た
長
男
と
源
義
経
の
四
天
王
と
い
わ
れ
た
が
屋
島
で
戦
死
し
た
二
男
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の
二
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
点（
一
一
九
四
年
）で
二
人
共
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。

幸
い
に
も
た
ま
た
ま
女
子
が
い
て
、
建
久
五
年（
一
一
九
四
）の
勝
長
寿
院
の
如
法

経
供
養
の
際
、
頼
朝
・
政
子
の
元
に
参
上
し
た
の
で
、
そ
の
女
子
に
「
尾
張
国
志

濃
幾（
篠
木
）、
丹
波
国
田
名
部
両
荘
」
の
地
頭
職
を
恩
補
し
た
の
で
あ
る（（2
（

。

　

こ
の
事
実
か
ら
、
頼
朝
は
、
功
臣
の
娘
な
ら
、
女
性
が
地
頭
職
を
与
え
ら
れ
た

り
、
親
か
ら
相
伝
す
る
こ
と
を
、
承
認
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
熊
野
鳥
居
禅

尼
が
地
頭
に
補
任
さ
れ
た
の
は
、
頼
朝
の
叔
母
で
あ
る
か
ら
と
い
う
一
族
中
の
尊

属
厚
遇
の
念
ば
か
り
で
な
く
、
女
性
が
地
頭
職
を
拝
領
し
た
り
相
続
し
た
り
す
る

こ
と
に
異
論
は
持
た
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

頼
朝
死
後
の
北
条
政
子
時
代
に
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
章
を
改
め
て
考
え
て
み
よ
う
。

三　

尼
御
台
と
熊
野
鳥
居
禅
尼

　

正
治
元
年（
一
一
九
七
）一
月
、
源
頼
朝
が
亡
く
な
っ
た
。
す
る
と
頼
朝
の
跡
を

継
い
だ
頼
家
は
「
問
注
所
」
を
「
廊
外
」（
幕
府
の
外
）に
新
造
し
た
り
、
頼
朝
時

代
と
は
異
な
っ
た
側
近
政
治
を
行
っ
た
た
め
、
四
月
、
頼
家
の
「
親
裁
」
は
停
止

さ
れ
、
代
わ
っ
て
十
三
人
の
重
臣
の
合
議
制
が
敷
か
れ
る
と
い
う
事
態
を
迎
え
る
。

親
裁
を
停
止
し
た
の
は
実
母
政
子
で
あ
っ
た（（2
（

。
こ
れ
以
後
政
子
は
「
尼
御
台
所
」

「
三
品
」「
禅
定
三
品
」「
二
位
家
」「
二
品
」「
禅
定
二
位
家
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、

将
軍
家
と
鎌
倉
幕
府
の
後
見
役
を
務
め
、
実
朝
死
後
は
「
将
軍
家
」
そ
の
も
の
と

し
て
、
生
涯
御
家
人
社
会
を
見
守
り
、
そ
の
揺
る
ぎ
な
い
確
立
の
た
め
努
力
を
続

け
る
こ
と
に
な
る
。
政
子
の
死
後
の
呼
称
も
「
二
品
」「
二
位
家
」「
故
二
品
」

「
故
二
位
家
」
で
あ
る
こ
と
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

承
元
四
年（
一
二
一
〇
）九
月
、
熊
野
鳥
居
禅
尼
知
行
の
地
頭
職
は
、「
養
子
」
に

「
譲
補
」
す
る
こ
と
が
幕
府
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
「
将
軍
家
御
避

状
」
が
あ
る
の
で
、
疑
問
の
余
地
は
な
い
と
「
仰
せ
出
さ
れ
た
」
か
ら
で
あ
る
と
、

『
吾
妻
鏡
』
は
記
し
て
い
る（（2
（

。
大
江
広
元
が
奉
行
を
つ
と
め
た
こ
の
案
件
に
つ
い

て
、
頼
朝
の
避
状
が
あ
る
か
ら
疑
問
の
余
地
は
な
い
と
「
仰
せ
出
さ
れ
た
」
の
は
、

政
子
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
ろ
は
将
軍
は
実
朝
で
あ
り
、
北
条
義
時

の
執
権
政
治
が
始
ま
っ
て
い
た
が
、
将
軍
頼
朝
の
避
状
の
存
在
を
一
番
よ
く
知
っ

て
い
た
の
は
、
政
子
以
外
に
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
十
二
年
の
後
、
承
久
の
乱
の
翌
年
、
貞
応
元
年（
一
二
二
二
）四
月
、

鳥
居
禅
尼
の
所
領
で
あ
る
紀
伊
国
佐
野
荘
地
頭
職
は
、
尼
一
期
の
後
、
子
息
長
詮

法
橋
が
相
伝
す
べ
き
旨
の
裁
許
が
下
っ
て
い
る
。
こ
の
禅
尼
は
「
六
条
廷
尉
禅
門

（
源
為
義
）妹
」
で
、「
故
右
大
将
家（
源
頼
朝
）姨
母
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
鳥
居

禅
尼
の
長
男
が
行
忠
、
二
男
が
長
詮
で
あ
る
と
い
う（（2
（

。
こ
の
時
の
裁
許
で
は
、
兄

の
行
忠
は
「
母
の
命
」
に
背
き
、
当
荘
を
押
領
し
た
上
に
、
去
年
の
承
久
の
乱
で

は
院
側
に
加
わ
っ
て
合
戦
し
、
乱
後
零
落
し
た
が
、
こ
の
荘
園
に
立
ち
帰
っ
た
、

と
弟
長
詮
は
訴
え
て
い
る
。
一
方
、
長
詮
は
「
関
東（
幕
府
）御
祈
祷
」
の
忠
に
抽

ん
じ
て
い
た
と
の
判
断
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
決
定
が
為
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
幕

府
方
に
付
い
て
い
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
、
長
詮
の
相
伝
が
幕
府
に
承
認
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
鳥
居
禅
尼
が
頼
朝
の
姨
母
で
あ
っ
て
、
為
義
の
妹
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
頼
朝
の
姨
母
な
ら
義
朝
の
姉
妹
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
一
一
九
四
年
の
頼
朝
生
存
中
に
但
馬
国
多
々
良
岐
荘
の
地
頭
に
補
任
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さ
れ
た
「
熊
野
鳥
居
禅
尼
」
と
は
別
人
で
あ
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
が
、
2
つ

の
史
料
の
共
通
点
は
「
故
左
典
厩
姉
君
」（
頼
朝
の
父
義
朝
の
姉
）と
、「
故
右
大
将

姨
母
」（
頼
朝
の
お
ば
）で
あ
り
、
鳥
居
禅
尼
が
頼
朝
の
姨（
お
ば
）で
あ
っ
た
点
で
あ

る
。
従
っ
て
頼
朝
生
存
中
に
但
馬
国
多
々
良
岐
荘
を
安
堵
さ
れ
た
鳥
居
禅
尼
は
、

頼
朝
死
後
の
、
政
子
が
「
二
位
家
」
と
し
て
執
政
し
て
い
た
承
久
の
乱
後
の
貞
応

元
年（
一
二
二
二
）年
、
多
々
良
岐
荘
や
佐
野
荘
な
ど
「
数
ヶ
所
地
頭
職
」
の
知
行

が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
を
子
息
中
の
弟
に
相
伝
さ
せ
る
こ
と
が
将
軍
家
に
よ
っ
て
承

認
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
相
伝
を
認
め
た
の
は
、「
長
詮
」
が
相
伝
す
べ

き
で
あ
る
と
「
仰
せ
ら
れ
た
」
人
物
、
す
な
わ
ち
「
二
位
家
」
政
子
で
あ
っ
た
と

考
え
る
。

　

な
お
こ
の
鳥
居
禅
尼
は
紀
伊
国
「
湯
橋
」
荘
の
地
頭
職
も
自
身
の
所
領
と
し
て

持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
荘
園
に
課
さ
れ
た
伊
勢
大
神
宮
役
夫
工
米
を
禅

尼
が
「
未
済
」
し
た
た
め
、
将
軍
家
は
「
消
息
」
を
以
て
貢
納
す
る
よ
う
「
下

知
」
し
た
と
あ
る
の
で（（2
（

、
上
京
し
て
「
右
近
衛
大
将
」
に
任
じ
ら
れ
る
以
前
の
頼

朝
が
、「
消
息
」
を
下
し
て
貢
納
を
命
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

四　
「
御
台
所
」・「
二
位
家
」
政
子
の
執
政
と
熊
野
詣

1　

源
頼
朝
の
正
室
時
代

　

北
条
時
政
の
娘
政
子
が
生
ま
れ
た
の
は
保
元
元
年（
一
一
五
七
）で
あ
り
、
婚
姻

は
治
承
四
年（
一
一
八
〇
）で
、
嘉
禄
元
年（
一
二
二
五
）に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
源
頼

朝
は
久
安
三
年（
一
一
四
七
）生
ま
れ
で
あ
る
の
で
、
十
歳
年
長
の
頼
朝
と
婚
姻
し

た
こ
と
に
な
る
。
頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
て
鎌
倉
幕
府
を
草
創
し
て
以

来
、「
御
台
所
」
と
呼
ば
れ
て
御
家
人
か
ら
慕
わ
れ
た
。

　

頼
朝
は
平
氏
が
滅
亡
す
る
壇
ノ
浦
合
戦
の
直
前
す
な
わ
ち
文
治
元
年（
一
一
八

五
）三
月
七
日
、
東
大
寺
造
営
料
と
し
て
米
一
万
石
・
砂
金
千
両
・
上
絹
千
疋
な

ど
の
財
を
寄
進
し
て
い
る（（2
（

。
平
氏
に
焼
き
討
ち
さ
れ
た
東
大
寺
は
、
重
源
の
勧
進

に
よ
っ
て
再
建
の
最
終
段
階
を
迎
え
て
い
た
こ
の
時
の
寄
進
は
、
同
年
八
月
二
十

八
日
の
大
仏
開
眼
供
養
を
大
き
く
後
押
し
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
文
治
元
年
は
源
頼
朝
に
と
っ
て
特
筆
す
べ
き
年
と
な
る
。
つ
ま
り
十
一
月

二
十
九
日
、
頼
朝
は
「
日
本
国
惣
追
捕
使
・
同
惣
地
頭
」
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
、

「
兵
糧
米
の
徴
収
」
と
「
国
地
頭
の
設
置
」
が
朝
廷
か
ら
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
頼
朝
が
東
国
の
御
家
人
を
「
守
護
・
地
頭
」
に
任
命
す
る
権
限
が
、
初

め
て
頼
朝
の
手
に
入
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

頼
朝
は
そ
の
後
、
文
治
五
年
に
弟
義
経
と
、
彼
を
一
旦
は
匿
っ
た
藤
原
泰
衡
の

冥
福
を
祈
り
、
鎌
倉
に
永
福
寺
の
建
立
を
始
め
て
い
る（（2
（

。
内
乱
期
に
亡
く
な
っ
た

人
々
を
悼
む
頼
朝
の
気
持
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

　

建
久
元
年（
一
一
九
〇
）頼
朝
は
京
に
入
り
、
天
皇
か
ら
権
大
納
言
・
右
近
衛
大

将
に
任
じ
ら
れ
る
が
、
一
ヵ
月
も
経
た
な
い
う
ち
に
こ
れ
を
辞
任
し
て
鎌
倉
に

帰
っ
た
。
二
年
後
の
建
久
三
年
七
月
、
頼
朝
は
征
夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
る
と
、

す
ぐ
に
将
軍
家
政
所
を
設
置
し
、
東
国
政
権
と
し
て
堅
実
な
歩
み
を
始
め
る
の
で

あ
る
。

　

頼
朝
は
重
源
な
ど
の
勧
進
活
動
に
対
し
て
援
助
を
続
け
る
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
文

治
四
年
に
は
備
前
と
播
磨
を
東
大
寺
と
東
寺
の
造
営
料
所
と
し
、
重
源
と
文
覚
に

国
務
を
執
ら
せ
る
こ
と
を
朝
廷
に
奏
請
し
、
実
現
さ
せ
た（（2
（

。
こ
の
よ
う
に
頼
朝
は

北条政子の熊野詣とその意義
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重
源
の
勧
進
活
動
を
支
援
し
て
き
た
の
で
、
建
久
六
年（
一
一
九
五
）三
月
十
二
日

の
東
大
寺
再
建
供
養
会
に
結
縁
す
る
た
め
、
政
子
、
大
姫
、
頼
家
ら
を
伴
い
、
畠

山
、
和
田
、
梶
原
、
千
葉
、
小
山
、
北
条
、
平
賀
な
ど
の
「
数
万
騎
」
の
御
家
人

を
「
随
兵
」
と
し
て
従
え
て
、
二
月
四
日
鎌
倉
を
出
発
し
、
東
大
寺
供
養
会
に
臨

ん
だ
の
で
あ
っ
た（（2
（

。

　

御
台
所
政
子
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
京
上
で
あ
り
、
三
月
七
日
に
は
石
清
水
八

幡
宮
や
左
女
牛
若
宮
に
頼
朝
・
頼
家
と
参
っ
た
後
、
十
日
供
奉
の
御
家
人
を
従
え

て
石
清
水
か
ら
南
都
に
下
向
し
、
十
二
日
の
東
大
寺
供
養
に
臨
み
、
そ
の
あ
と
、

三
月
二
十
九
日
に
は
頼
朝
が
宣
陽
門
院（
勤
子
内
親
王
・
後
白
河
天
皇
と
丹
後
局
高
階

栄
子
の
間
の
娘
）と
そ
の
母
丹
後
局
を
六
波
羅
亭
に
招
い
た
と
き
、
政
子
や
大
姫
も

対
面
し
て
い
る
。
政
子
・
大
姫
な
ど
は
、
丹
後
局
と
は
四
月
に
も
六
波
羅
亭
で
会

い
、
交
誼
を
深
め
て
い
る
。

　

五
月
十
日
、
京
の
頼
朝
宿
舎（
六
波
羅
亭
で
あ
ろ
う
）に
「
熊
野
別
当
」
が
や
っ
て

き
て
、「
若
公
」（
若
君
頼
家
）に
「
甲
」
を
献
上
し
た
と
こ
ろ
、
頼
朝
は
別
当
と
対

面
し
、「
殊
に
お
喜
び
に
な
っ
た
」
と
『
吾
妻
鏡
』
に
は
記
さ
れ
て
い
る（（2
（

。

　

多
く
の
御
家
人
を
従
え
、
東
大
寺
に
馬
一
千
疋
、
米
一
万
石
、
黄
金
一
千
両
、

上
絹
一
千
疋
を
寄
進
す
る
た
め
、
さ
ら
に
多
く
の
御
家
人
や
そ
の
郎
党
を
動
員
し

て
運
搬
さ
せ
た
、
頼
朝
一
家
の
こ
の
東
大
寺
供
養
へ
の
結
縁
は
、
二
年
半
前
に
征

夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
、
関
東
に
幕
府
を
開
い
た
頼
朝
の
示
威
行
進
で
も
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

頼
朝
一
家
は
こ
の
年
二
月
四
日
に
鎌
倉
を
出
発
し
、
三
月
四
日
に
六
波
羅
亭
に

入
り
、
石
清
水
八
幡
宮
な
ど
に
参
っ
た
あ
と
、
十
日
に
南
都
に
到
着
、
そ
の
と
き

御
家
人
た
ち
の
大
行
列
が
南
都
の
人
々
を
驚
か
せ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
十
三
日

に
頼
朝
は
大
仏
殿
に
参
っ
た
あ
と
、
十
四
日
に
は
京
都
に
帰
っ
て
い
る
。
そ
れ
か

ら
三
ヶ
月
と
十
日
、
頼
朝
一
家
は
京
に
滞
在
し
て
、
丹
後
局
や
宣
陽
門
院
、
九
条

兼
実
ら
と
会
っ
て
政
治
的
折
衝
を
行
い
、
ま
た
頼
朝
は
頼
家
を
伴
っ
て
参
内
し
、

あ
る
い
は
単
独
で
天
王
寺
に
参
拝
し
、
政
子
や
大
姫
な
ど
の
子
供
達
は
清
水
寺
な

ど
京
都
の
「
霊
地
巡
礼
」
に
明
け
暮
れ
て
い
る
。
鎌
倉
に
帰
り
着
い
た
の
は
、
七

月
八
日
で
あ
る
。
な
ん
と
頼
朝
一
家
の
上
京
の
旅
は
五
ヶ
月
に
及
ん
だ
こ
と
が
わ

か
る
。

　

そ
の
長
い
旅
の
間
の
五
月
十
日
、
熊
野
別
当
が
や
っ
て
き
て
頼
朝
に
対
面
し
、

頼
家
に
「
甲
」
を
献
上
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
政
治
的
な
意
図
が
あ
っ
て
の
対
面

と
は
異
な
る
こ
の
訪
問
を
、
頼
朝
が
殊
に
喜
ん
だ
の
も
道
理
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
、

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
頼
朝
が
そ
の
お
ば
に
あ
た
る
熊
野
鳥
居
禅
尼
の
望
み
を

叶
え
る
か
た
ち
で
但
馬
国
多
々
良
岐
荘
の
地
頭
職
を
与
え
た
の
は
、
こ
の
前
年
の

建
久
五
年
閏
八
月
と
九
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
熊
野
鳥
居
禅
尼
は
こ
の
地
の
初
め

て
の
地
頭
と
し
て
、
頼
朝
の
下
文
を
得
た
こ
と
も
前
述
し
た
。
気
苦
労
の
続
く
京

で
の
日
々
の
中
で
、
熊
野
別
当
と
の
対
面
は
、
頼
朝
に
と
っ
て
特
に
心
の
安
ら
ぐ

一
時
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

頼
朝
の
上
京
の
旅
は
、
そ
の
後
の
幕
府
や
将
軍
家
の
在
り
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
新

し
い
側
面
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
つ
は
、
東
国
以
外
の
地
、
中
で
も

関
東
か
ら
遙
か
離
れ
た
九
州
諸
国
か
ら
、「
大
田
文
」
を
作
成
し
幕
府
に
提
出
さ

せ
た
こ
と（
建
久
八
年
）、
保
元
以
来
の
諸
国
「
叛
亡
者
」
の
冥
福
を
祈
る
た
め
、

諸
国
に
命
じ
て
造
立
さ
せ
た
八
万
四
千
基
の
塔
を
供
養
し
た
こ
と
で
あ
る（
同
年

十
月（
（3
（

）。
こ
の
う
ち
後
者
の
行
為
は
、
源
氏
一
族
だ
け
で
な
く
、
平
氏
や
そ
の
他

の
保
元
・
平
治
の
乱
と
そ
れ
以
後
の
合
戦
で
命
を
落
と
し
た
人
々
へ
の
、
頼
朝
の
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鎮
魂
の
思
い
が
篤
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

鎌
倉
幕
府
を
開
き
、
多
く
の
御
家
人
を
統
率
し
つ
つ
幕
府
機
構
を
整
備
し
始
め

た
こ
の
頼
朝
が
、
正
治
元
年（
一
一
九
九
）一
月
十
三
日
亡
く
な
っ
た
。
続
い
て
次

女
乙
姫
も
六
月
に
亡
く
な
っ
た
。
二
年
前
に
は
大
姫
や
、
京
で
は
一
条
能
保
も
亡

く
な
っ
て
い
た
。
前
年
京
で
は
後
鳥
羽
上
皇
が
皇
子
に
譲
位
し
、
土
御
門
天
皇
の

時
代
と
な
り
、
後
鳥
羽
上
皇
は
初
め
て
熊
野
御
幸
に
出
発
し
て
い
る
。
幕
府
と
将

軍
家
の
初
め
て
の
危
機
と
後
鳥
羽
院
政
の
始
ま
り
は
、
一
一
九
八
年
・
九
九
年
に

訪
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

2　

頼
家
時
代
の
政
子
と
北
条
氏

　

関
東
で
は
、
正
治
元
年（
一
一
九
九
）一
月
の
頼
朝
の
死
を
受
け
て
、
嫡
男
頼
家

が
十
八
歳
で
将
軍
家
を
継
承
し
た
が
、
頼
家
の
執
政
に
は
、
頼
朝
時
代
に
確
立
さ

れ
つ
つ
あ
っ
た
慣
例
を
否
定
す
る
事
象
が
多
々
あ
っ
た
の
で
、
早
く
も
四
月
に
は

頼
家
の
訴
訟
「
親
裁
」
が
停
止
さ
れ
る
と
い
う
危
機
的
状
況
が
現
出
す
る
。
頼
家

の
親
裁
を
停
止
さ
せ
る
と
い
う
思
い
切
っ
た
政
局
の
転
換
は
、
実
母
で
御
家
人
か

ら
の
信
望
厚
い
政
子
以
外
に
は
為
し
得
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
政
子
は
頼
家
の

「
親
裁
」
に
か
わ
り
、
頼
朝
と
内
乱
期
に
行
動
を
共
に
し
た
十
三
人
の
御
家
人
た

ち
に
よ
る
「
合
議
」
制
の
政
治
を
対
置
す
る
と
い
う
、
極
め
て
妥
当
な
措
置
を

採
っ
て
い
る（（3
（

。
見
事
な
政
治
力
と
い
え
よ
う
。

　

頼
家
が
二
代
将
軍
と
し
て
執
政
し
た
の
は
一
二
〇
二
年
七
月
か
ら
一
二
〇
三
年

八
月
の
わ
ず
か
一
年
間
で
あ
り
、
正
治
二
年（
一
二
〇
〇
）十
二
月
、
頼
家
は
治
承

以
後
の
御
家
人
へ
の
新
恩
地
人
毎
に
五
〇
〇
町
超
過
分
の
没
収
を
図
っ
て
、
三
善

康
信
に
諫
止
さ
れ
る（（3
（

な
ど
、
頼
朝
の
施
策
や
御
家
人
社
会
の
通
念
と
相
反
す
る
態

度
を
採
っ
た
た
め
、
政
子
や
重
臣
た
ち
と
の
溝
は
次
第
に
大
き
く
な
り
、
建
仁
三

年（
一
二
〇
三
）八
月
二
十
七
日
、
惣
守
護
職
と
関
東
二
十
八
国
の
地
頭
職
を
子
一

幡
に
、
関
西
三
十
八
国
の
地
頭
職
を
弟
千
幡（
実
朝
）に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。
そ
の
五
日
後
に
は
比
企
一
族
と
一
幡
は
、
北
条
時
政
・
政
子
に
よ
っ
て
亡
ぼ

さ
れ
て
し
ま
う（
比
企
の
乱（
（3
（

）。

　

将
軍
頼
家
の
執
政
が
制
限
さ
れ
た
代
わ
り
に
、
東
国
政
権
を
支
え
る
中
心
に
座

り
始
め
た
の
は
北
条
時
政
と
そ
の
子
義
時
で
あ
る
。
義
時
は
他
の
重
臣
た
ち
に
比

べ
若
輩
で
は
あ
る
が（
三
十
七
歳
）、
十
三
人
の
重
臣
の
合
議
制
の
中
に
入
っ
て
い

る
。
ま
た
義
時
の
子
泰
時
は
建
仁
元
年（
一
二
〇
一
）十
九
歳
の
時
、
伊
豆
国
に
赴

き
損
亡
・
大
風
な
ど
に
よ
る
出
挙
米
を
免
除
し
て
、
飢
え
た
民
に
米
を
支
給
す
る

「
賑し

ん

給ご
う

」
を
行
っ
て
い
る（（3
（

。
こ
の
よ
う
に
、
政
子
の
生
家
で
あ
る
北
条
家
が
「
尼

御
台
所
」
政
子
を
支
え
る
情
況
を
つ
く
っ
て
い
た
。

　

政
子
は
頼
家
時
代
、
頼
家
を
訓
戒
し
た
り
、
将
軍
の
座
か
ら
降
ろ
し
た
り
と
、

無
情
な
母
親
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
政
子
に
と
っ
て
は
、
頼
朝
亡
き
後
、
ど
の
よ

う
に
鎌
倉
幕
府
を
存
続
さ
せ
る
か
が
、
最
も
大
き
な
命
題
だ
っ
た
と
思
う
。
後
見

役
と
し
て
頼
家
を
訓
戒
し
た
り
、
内
乱
を
未
然
に
防
い
だ
り
は
し
て
み
た
が
、
頼

家
の
政
治
姿
勢
が
余
り
に
も
未
熟
で
あ
っ
た
た
め
、
我
が
子
を
見
限
っ
て
で
も
、

幕
府
と
御
家
人
社
会
を
守
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
政
子
は
頼
朝
の
亡
く
な
っ

た
正
治
元
年
の
翌
年
、
鎌
倉
亀
谷
の
地
を
明
庵
栄
西
に
寄
付
し
、
寿
福
寺
造
営
を

始
め
て
い
る
の
で（（3
（

、
頼
朝
の
菩
提
を
弔
う
事
業
の
遂
行
を
、
も
う
一
つ
の
自
身
の

役
割
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
さ
に
「
尼
御
台
所
」
と
し
て
生
き
る
こ

と
が
、
幕
府
の
存
続
と
同
時
に
、
政
子
の
考
え
る
こ
の
時
期
の
役
割
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。

北条政子の熊野詣とその意義
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3　

実
朝
時
代
の
政
子
と
北
条
氏

　

建
仁
三
年（
一
二
〇
一
）、
頼
家
が
子
一
幡
と
弟
千
幡（
実
朝
）に
地
頭
職
を
譲
っ

て
引
退
し
た
こ
と
、
続
く
比
企
氏
の
乱
で
、
比
企
一
族
と
一
幡
が
滅
ぼ
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
十
二
歳
の
実
朝
が
征
夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
、
二
年
後
に
は
北
条

時
政
が
引
退
し
、
義
時
が
執
権
と
な
っ
て（
四
十
三
歳
）、
幕
府
の
統
治
機
構
は
再

び
安
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

実
朝
将
軍
期（
一
二
〇
三
年
か
ら
一
二
一
九
年
ま
で
の
十
七
年
間
）に
は
、
幕
府
は
い

く
つ
か
の
重
要
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。
先
ず
建
永
元
年（
一
二
〇
六
）、
幕
府
は
、

大
罪
を
犯
さ
ぬ
限
り
、
源
頼
朝
の
恩
賞
地
を
没
収
し
な
い
と
い
う
決
定
を
下
し
た（（3
（

。

頼
朝
時
代
以
来
の
御
家
人
の
知
行
地
を
安
堵
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
一
方
で
、
頼

朝
以
後
の
将
軍
家
の
恣
意
を
否
定
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
決
定
が
可
能
で
あ
っ

た
の
は
、
年
若
い
将
軍
よ
り
も
頼
朝
御
台
所
政
子
へ
の
信
頼
の
方
が
遙
か
に
厚
く
、

そ
れ
故
政
子
生
存
中
は
こ
の
決
定
が
守
ら
れ
る
は
ず
だ
と
い
う
信
念
が
、
御
家
人

社
会
に
溢
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
思
う
。

　

同
年
熊
野
本
宮
が
焼
亡
し
、
三
年
後
に
再
び
炎
上
し
て
い
る
こ
と
は（（3
（

、
政
子
の

脳
裏
に
熊
野
大
社
に
対
す
る
信
仰
の
念
と
源
家
一
族
と
家
族
追
善
の
念
を
か
き
立

て
た
と
思
わ
れ
る
。

　

幕
府
は
ま
た
承
元
元
年（
一
二
〇
七
）、
武
蔵
守
北
条
時
房
に
、
武
蔵
国
の
荒
野

の
開
発
を
命
じ（（3
（

、
和
泉
・
紀
伊
両
国
の
守
護
職
を
止
め
、
院
の
熊
野
詣
の
駅
家
雑

事
を
勤
仕
さ
せ
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る（（3
（

。
前
者
は
御
家
人
に
よ
る
荒
野
の
開
発
促

進
策
で
あ
り
、
将
軍
頼
家
時
代
の
初
期
、
重
臣
合
議
制
出
発
時
に
出
さ
れ
た
幕
府

の
荒
野
開
発
令
を
踏
襲
す
る
施
策
で
あ
り
、
後
者
は
、
後
鳥
羽
院
の
熊
野
詣
に
よ

る
沿
道
庶
民
の
負
担
増
に
配
慮
し
た
施
策
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
東
国
と
い
う
未
開

墾
地
の
振
興
を
地
頭
御
家
人
に
よ
っ
て
担
わ
せ
る
と
共
に
、
大
き
な
負
担
を
強
い

て
い
る
院
の
熊
野
詣
の
し
わ
寄
せ
を
受
け
て
い
る
沿
道
庶
民
に
対
す
る
負
担
軽
減

と
い
う
脤
給
策
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
を
実
施
に
移
し
た
後
、
政
子
は
承
元
二
年（
一
二
〇
八
）十
月
十

日
、
最
初
の
熊
野
詣
に
出
発
し
た
。
こ
の
熊
野
詣
は
「
尼
御
台
所
為
果
御
宿
願
御

参
熊
野
山
」
と
『
吾
妻
鏡
』
に
あ
る
の
で
、
予
て
よ
り
政
子
が
参
り
た
い
と
切
望

し
て
い
た
熊
野
参
詣
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
十
日
の
「
卯
尅
」
に
出
発
し
、

「
武
蔵
守
」（
北
条
時
房
・
三
十
四
歳
・
政
子
の
弟
）の
み
を
従
え
た
小
規
模
な
参
詣

で
あ
っ
た（（4
（

。
政
子
の
熊
野
参
詣
の
詳
細
は
『
吾
妻
鏡
』
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の

で
不
明
で
あ
る
が
、「
二
十
七
日
御
入
洛
」
の
注
記
が
あ
る
の
で
、
京
都
か
ら
熊

野
を
目
指
す
巡
礼
の
旅
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
は
、
頼
朝
・
頼
家
・
大

姫
・
乙
姫
の
四
人
の
家
族
を
失
い
、
保
元
の
乱
以
来
、
敵
味
方
に
拘
わ
ら
ず
多
く

の
武
士
を
失
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
罪
の
意
識
が
、
政
子
の
脳
裏
に
焼
き
付
い
て

い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

政
子
の
一
回
目
の
熊
野
詣
か
ら
一
年
経
た
な
い
う
ち
に
、
熊
野
本
宮
は
ま
た
炎

上
し
て
い
る（
承
元
三
年
九
月
十
三
日（
（4
（

）。

　

こ
れ
以
後
、
幕
府
は
熊
野
参
詣
道
だ
け
で
は
な
く
、
諸
国
の
旅
人
の
愁
い
を
無

く
す
方
策
を
施
策
の
中
で
展
開
し
始
め
る
。
承
元
四
年（
一
二
一
〇
）、
幕
府
は
駿

河
国
以
西
の
駅
家
の
結
番
・
夜
警
と
旅
人
の
警
護
を
守
護
に
命
じ（（4
（

、
翌
年
に
は

「
東
海
道
」
の
新
駅
設
置
を
、
重
ね
て
守
護
・
地
頭
に
命
じ
て
い
る（（4
（

。
そ
の
翌
年

（
一
二
一
二
）に
は
御
家
人
の
京
都
大
番
役
の
励
行
を
諸
国
守
護
に
命
じ
、「
津
料
・

河
手
」
の
禁
を
解
き
、
こ
れ
を
再
び
地
頭
得
分
と
し
た（（4
（

。
つ
ま
り
地
頭
御
家
人
の
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収
入
を
増
や
す
代
わ
り
に
、
大
番
役
や
駅
家
で
の
警
護
負
担
を
増
大
し
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
同
年
、
関
東
分
国
に
奉
行
人
を
派
遣
し
て
、
そ
の
国
で
庶
民
の
訴
え

を
処
理
さ
せ
る
こ
と
を
制
度
化
し
て
い
る（（4
（

。
幕
府
は
庶
民
に
も
様
々
な
配
慮
を
な

す
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

東
国
の
庶
民
の
生
活
へ
の
目
配
り
は
そ
の
後
も
続
き
、
建
保
三
年（
一
二
一
五
）

二
月
、
幕
府
は
諸
国
関
渡
地
頭
に
船
賃
用
途
を
徴
収
す
る
か
わ
り
に
料
田
を
立
て
、

旅
人
へ
の
煩
い
を
や
め
る
こ
と
を
命
じ
、
七
月
、
鎌
倉
の
諸
商
売
人
の
員
数
を
定

め
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る（（4
（

。

　

こ
の
よ
う
に
頼
家
将
軍
期
の
初
め
の
十
三
年
間
は
、
将
軍
生
母
「
尼
御
台
所
政

子
」
と
執
権
北
条
義
時
が
主
導
す
る
安
定
期
が
現
出
さ
れ
、
東
国
の
地
頭
得
分
を

増
す
代
わ
り
に
、
地
頭
に
は
東
国
の
開
発
や
京
都
大
番
役
の
着
実
な
勤
仕
、
ま
た

駅
家
で
の
結
番
・
夜
警
な
ど
流
通
路
の
警
護
を
課
す
な
ど
、
領
主
と
し
て
の
新
た

な
自
覚
と
負
担
を
担
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
流
通
路
の
整
備
・
安
全
の
確
保
に

ま
で
幕
府
の
施
策
が
拡
大
し
た
背
景
に
は
、
政
子
と
時
房
の
熊
野
へ
の
祈
り
の
旅

で
の
見
聞
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

　

建
保
五
年（
一
二
一
七
）、
頼
家
の
子
公
暁
は
政
子
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
鶴
岡
八

幡
宮
別
当
と
さ
れ
た（（4
（

。
こ
の
処
置
も
、
身
近
な
夫
や
子
供
の
殆
ど
を
失
っ
た
政
子

の
、
寂
し
さ
つ
ま
り
こ
れ
以
上
親
族
を
失
い
た
く
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
出
た
も

の
と
思
う
。

　

翌
年（
一
二
一
八
）二
月
、
政
子
は
熊
野
参
詣
を
行
う
。
こ
の
た
び
も
、
扈
従
し

た
の
は
武
蔵
守
北
条
時
頼
で
あ
っ
た
。
参
詣
の
理
由
に
つ
い
て
『
吾
妻
鏡
』
は

「
是
為
熊
野
山
御
斗と

藪そ
う

也
」
と
述
べ
て
い
る（（4
（

。
斗
藪
と
は
「
頭ず

陀だ

」
の
漢
訳
語
で
、

衣
食
住
に
対
す
る
貪
欲
を
払
い
の
け
る
修
行
を
い
う
。
政
子
は
俗
世
間
の
貪
欲
を

払
い
の
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
か
ら
、
延
暦
寺
に
入
り
葛
川
明
王
院
で
修
行

し
て
い
た
頼
家
息
公
暁
を
、
な
ん
と
か
源
家
の
一
員
に
戻
し
て
や
り
た
い
と
の
思

い
か
ら
、
鎌
倉
に
呼
び
戻
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
政
子
の
願
い
が
聞
き
入
れ
ら

れ
た
こ
の
段
階
で
、
政
子
は
二
度
目
の
熊
野
詣
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
公
暁
の
鶴

岡
八
幡
宮
別
当
職
就
任
は
、
政
子
が
純
粋
に
源
家
一
族
の
存
続
を
願
っ
た
こ
と
に

よ
る
処
置
で
あ
っ
た
と
感
じ
る
。

　

政
子
の
鎌
倉
出
発
の
直
前
の
正
月
二
十
一
日
、
京
都
か
ら
使
者
が
来
て
、
将
軍

実
朝
は
「
権
大
納
言
」
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
が
告
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、

政
子
・
時
房
は
、
稲
毛
重
成
の
孫
娘（
綾
小
路
師
季
の
娘
・
十
六
歳
）を
伴
っ
て
、
二

月
四
日
に
鎌
倉
を
出
発
し
た
。
こ
の
孫
娘
は
土
御
門
通
行
に
嫁
す
こ
と
に
な
っ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
行
は
二
十
一
日
に
「
入
洛
」
し
て
い
る
。

　

尼
御
台
所
政
子（
こ
の
こ
ろ
禅
譲
三
品
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
）が
後
見
し
、
実
朝
を

将
軍
家
に
頂
く
鎌
倉
幕
府
の
、
東
国
開
発
政
策
、
流
通
路
整
備
・
警
護
政
策
に

よ
っ
て
、
ま
た
実
朝
の
朝
廷
・
上
皇
と
の
親
し
い
関
係
に
よ
っ
て
、
一
二
一
八
年

年
末
ま
で
は
、
鎌
倉
幕
府
と
公
家
政
権
と
は
極
め
て
緊
密
な
連
携
が
保
た
れ
て
い

た
。
朝
廷
は
政
子
に
対
し
て
、
十
月
に
「
従
二
位
」
を
与
え
て
い
る（（4
（

。
そ
う
し
た

状
態
に
甘
え
が
生
じ
た
の
か
、
頼
家
は
自
ら
朝
廷
に
対
し
て
二
月
に
「
大
将
」
を

「
所
望
」
し
、
三
月
に
は
「
左
近
大
将
」
に
任
じ
ら
れ
、
十
二
月
に
は
「
右
大

臣
」
に
任
じ
ら
れ
て
い
る（（5
（

。「
右
大
臣
」
拝
賀
の
た
め
、
頼
家
は
明
年
正
月
に
鶴

岡
宮
に
参
拝
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
時
の
「
御
装
束
御
車
已
下
調
度
等
」
は
上

皇
か
ら
拝
領
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
品
は
年
末
の
二
十
一
日
、
鎌
倉
に
到

着
し
て
い
る（（5
（

。

　

明
け
て
承
久
元
年（
一
二
一
九
）正
月
二
十
七
日
、
実
朝
は
「
右
大
臣
」
と
し
て
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上
皇
か
ら
送
ら
れ
た
装
束
を
纏
っ
て
鶴
岡
宮
に
参
拝
し
た
と
き
、
公
暁
に
殺
害
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た（（5
（

。
時
に
実
朝
二
十
八
歳
、
公
暁
は
二
十
歳
、
政
子
は
六
十
二
歳

で
あ
っ
た
。
鎌
倉
幕
府
に
と
っ
て
、
頼
朝
、
頼
家
、
実
朝
三
代
の
将
軍
を
失
う
と

い
う
、
最
大
の
危
機
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

4　
「
二
位
家
」
政
子
の
執
政

　

将
軍
の
弑
逆
と
い
う
鎌
倉
幕
府
最
大
の
危
機
に
素
早
く
対
処
し
た
の
は
、「
尼

御
台
所
」「
二
位
家
」
政
子
で
あ
っ
た
。
実
朝
暗
殺
か
ら
一
ヵ
月
あ
ま
り
後
、
政

子
は
後
鳥
羽
上
皇
に
使
者
を
送
り
、
皇
子
を
将
軍
と
す
る
こ
と
を
奏
請
し
た（（5
（

。
し

か
し
上
皇
の
返
答
は
、
上
皇
の
「
舞
女
」
亀
菊
の
所
領
で
あ
る
摂
津
国
長
江
・
倉

橋
両
荘
の
地
頭
職
を
改
補
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
り（（5
（

、
双
方
の
言
い
分
は
す
れ

違
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
幕
府
は
政
子
の
使
者
と
し
て
北
条
時
房（
こ
の
年
四
十
五

歳
）に
千
騎
を
率
い
て
上
洛
さ
せ
た（（5
（

。
双
方
一
触
即
発
の
状
態
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
た
び
は
朝
廷
側
の
譲
歩
で
、
九
条
道
家
の
子
三
寅（
二
歳
・
後
の
藤
原
頼

経
）を
鎌
倉
に
下
向
さ
せ
る
こ
と
で
決
着
が
は
か
ら
れ
た
。
し
か
し
上
皇
の
対
決

姿
勢
は
収
ま
ら
ず
、「
大
内（
内
裏
）守
護
」
源
頼よ
り

茂も
ち

が
上
皇
方
に
討
た
れ
て
い
る（（5
（

。

三
寅
を
迎
え
た
鎌
倉
幕
府
は
「
政
所
始
」
を
行
い
、
政
子
が
執
政
し
、
北
条
義
時

に
奉
行
さ
せ
る
と
い
う
新
し
い
政
治
体
制
を
確
立
す
る（（5
（

。
義
時
は
五
十
七
歳
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
て
「
二
位
家
」
政
子
の
政
所
が
設
置
さ
れ
、
政
子
の
執
政
が
本

格
的
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

新
し
い
二
位
家
政
子
の
政
治
が
始
ま
っ
た
承
久
元
年
の
翌
二
年
、
公
暁
と
は
別

の
頼
家
の
遺
児
禅
暁
が
京
都
で
殺
さ
れ
た（（5
（

。
こ
う
し
て
源
家
の
男
系
は
皆
い
な
く

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

翌
承
久
三
年（
一
二
二
一
）五
月
、
後
鳥
羽
上
皇
は
兵
を
集
め
、
源
家
の
外
戚
で

あ
る
西
園
寺
公
経
父
子
を
幽
閉
し
、
京
都
守
護
伊
賀
光
季
を
討
っ
て
、
北
条
義
時

追
討
宣
旨
を
「
五
畿
七
道
」
に
下
し
た
。「
関
東
分
宣
旨
」
を
受
け
取
っ
た
幕
府

は
、「
二
品
亭
」（
政
子
の
邸
宅
）で
こ
れ
を
披
い
た
。
そ
の
直
後
、
北
条
時
房
、
泰

時
、
大
江
広
元
、
足
利
義
氏
以
下
の
御
家
人
が
参
集
す
る
前
で
、
政
子
は
簾
の
内

側
か
ら
、
秋
田
景
盛
に
伝
え
さ
せ
て
「
皆
心
を
一
に
し
て
奉う

く（
承
る
）べ
し
、
是

最
期
の
詞
也
」
と
い
う
有
名
な
演
説
を
行
う（（5
（

。

　

政
子
は
こ
の
演
説
の
中
で
、
右
大
将
源
頼
朝
の
御
家
人
に
対
す
る
御
恩
の
大
き

か
っ
た
こ
と
の
み
を
諄
々
と
説
き
、
こ
の
た
び
の
綸
旨
を
逆
臣
の
讒
言
を
採
用
し

た
「
非
義
の
綸
旨
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
亀
菊

の
申
状
に
基
づ
い
て
後
鳥
羽
上
皇
が
長
江
・
倉
橋
両
荘
の
地
頭
職
を
停
止
せ
よ
と

二
度
も
宣
旨
を
下
し
た
と
こ
ろ
、「
右
京
兆
」（
北
条
義
時
）は
納
得
せ
ず
、「
幕
下

将
軍
時（
頼
朝
将
軍
時
）、
募
勲
功
賞
定
補
之
輩
、
無
指
雑
怠
而
難
改
」
由
を
申
し

た
の
で
、
後
鳥
羽
の
逆
鱗
に
触
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
『
吾
妻
鏡
』
は
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
二
位
家
政
子
と
執
権
義
時
を
ト
ッ
プ
と
す
る
幕
府
は
、
地
頭
職
に
御
家
人

を
補
任
し
あ
る
い
は
改
補
す
る
権
限
は
、
頼
朝
が
獲
得
し
た
権
限
で
あ
る
こ
と
を

最
大
の
論
拠
と
し
て
、
朝
廷
方
と
対
峙
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

参
集
し
た
御
家
人
た
ち
に
対
し
て
政
子
は
こ
う
も
述
べ
て
い
る
。「
名
を
惜
し

む
の
族
は
早
く
秀
康
・
胤
義
等
を
討
ち
取
り
、
三
代
将
軍
の
遺
跡
を
全
う
す
べ

し
」「
但
し
院
中
に
参
ら
ん
と
欲
す
る
者
は
、
只
今
申
切
る
べ
し
」
と
。
つ
ま
り

政
子
は
参
集
す
る
御
家
人
た
ち
に
、
頼
朝
以
来
の
御
恩
、
特
に
地
頭
職
を
誰
か
ら

拝
領
し
た
の
か
を
思
い
起
こ
さ
せ
、
さ
ら
に
、
そ
れ
を
否
定
し
て
で
も
院
方
に
加

わ
り
た
い
御
家
人
は
、
そ
の
場
で
表
明
す
る
自
由
ま
で
保
障
し
た
の
で
あ
る
。
政
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子
の
こ
の
演
説
を
聴
い
た
御
家
人
た
ち
は
、
涙
に
く
れ
、
返
答
す
ら
で
き
ず
、
命

を
軽
ん
じ
て
恩
に
報
い
よ
う
と
思
う
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。『
吾
妻
鏡
』
は

こ
の
情
況
を
、「
国
の
危
」
を
見
誤
ら
な
い
「
忠
臣
」
と
は
こ
の
こ
と
を
い
う
の

で
あ
ろ
う
と
評
し
て
い
る
。
忠
臣
と
は
、
ま
さ
に
政
子
と
そ
の
言
葉
に
従
っ
た
関

東
御
家
人
た
ち
を
い
う
と
考
え
る
。

　

夕
暮
れ
に
な
っ
て
、
義
時
邸
に
時
頼
、
泰
時
、
大
江
広
元
、
三
浦
義
村
、
安
達

景
盛
ら
が
集
ま
り
評
議
を
凝
ら
し
た
が
、
意
見
が
区
々
で
纏
ま
ら
な
か
っ
た
。
つ

ま
り
足
柄
・
箱
根
両
関
を
固
め
る
案
、
先
ん
じ
て
軍
を
上
京
さ
せ
る
案
な
ど
が
出

て
、
一
つ
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
重
臣
合
議
制
で
は

決
定
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
義
時
は
こ
の
「
両
議
」
を
以
て
「
二
品
」（
政
子
）に

申
し
上
げ
る
と
、
政
子
は
「
上
洛
し
な
け
れ
ば
官
軍
を
破
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
、
安
保
実
光
以
下
の
武
蔵
勢
を
待
っ
て
、
速
や
か
に
参
洛
す
べ
き
で
あ
る
」

と
述
べ
た
の
で
、
幕
府
方
は
上
洛
案
に
決
し
て
い
る
。

　

政
子
の
決
定
に
従
い
、
遠
江
、
駿
河
以
下
幕
府
管
轄
下
の
諸
国
に
義
時
の
「
奉

書
」
が
急
送
さ
れ
、
各
家
長
に
対
し
て
一
族
を
率
い
て
参
集
す
る
よ
う
命
が
下
っ

た
。
承
久
の
乱
に
参
集
し
た
幕
府
軍
は
十
九
万
騎
で
あ
っ
た（（6
（

。
政
子
の
演
説
や
決

断
が
、
頼
朝
以
来
の
御
恩
を
再
認
識
し
た
御
家
人
た
ち
の
心
を
大
き
く
揺
り
動
か

し
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
御
家
人
た
ち
が
東
国
で
見
た
光
景
は
、
頼
朝
亡
き
後

暴
走
し
か
け
た
頼
家
を
訓
戒
し
、
関
東
が
危
機
に
瀕
し
た
際
に
は
、
重
要
事
項
の

決
定
に
あ
た
っ
て
重
臣
合
議
制
を
復
活
さ
せ
て
諸
事
を
決
定
す
る
方
策
を
定
着
さ

せ
、
以
後
頼
家
、
実
朝
を
後
見
し
つ
つ
、
執
権
を
将
軍
政
治
の
補
佐
に
置
き
、
自

ら
は
頼
朝
を
初
め
と
す
る
源
家
一
族
・
親
族
や
、
内
乱
期
に
命
を
落
と
し
た
多
く

の
武
士
た
ち
の
鎮
魂
の
祈
り
を
、
も
う
一
つ
の
使
命
と
し
て
き
た
「
尼
御
台
所
」

で
あ
っ
た
。
政
子
は
い
つ
ま
で
も
初
代
鎌
倉
将
軍
家
の
御
台
所
で
あ
り
、
承
久
の

変
勃
発
直
前
に
は
建
保
六
年（
一
二
一
八
）に
朝
廷
か
ら
従
二
位
に
任
じ
ら
れ
て
い

た
か
ら
、
翌
年
二
歳
の
三
寅
が
鎌
倉
に
到
着
し
た
と
き
、
政
所
設
置
権
を
持
つ

「
二
位
家
」
政
子
が
政
務
を
執
行
し
た
の
は
、
当
然
の
権
利
行
使
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
政
子
の
演
説
が
御
家
人
た
ち
の
心
を
結
束
さ
せ
、
内
乱
を
早
期
に
決
着
さ

せ
た
の
は
、
政
子
が
鎌
倉
幕
府
を
終
始
庇
護
し
、
将
軍
を
後
見
し
、
危
機
発
生
時

に
は
重
臣
合
議
制
を
何
度
も
復
活
さ
せ
、
平
常
時
は
執
権
や
大
江
広
元
な
ど
の
指

導
に
任
せ
る
態
勢
を
築
き
上
げ
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
尼
御
台
所
」
の

姿
を
、
御
家
人
た
ち
は
尊
敬
の
念
を
も
っ
て
見
守
り
続
け
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
こ
の
段
階
の
政
子
は
軍
事
の
決
定
ま
で
行
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
前
史
は
、
頼
家
将
軍
期
末
期
の
一
二
〇
三
年
、
比
企
氏
の
乱
で
比
企
一
族
と

一
幡
を
滅
ぼ
す
た
め
追
討
軍
を
派
遣
し
た
の
は
、「
御
台
所
の
仰
せ
に
よ
っ
て
」

と
あ
る
よ
う
に
政
子
で
あ
っ
た（（6
（

。
つ
ま
り
「
尼
御
台
所
」
政
子
は
軍
勢
を
派
遣
す

る
権
限
を
握
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
実
朝
将
軍
期
の
一
二
〇
五
年
、
頼
朝
の

重
臣
で
あ
っ
た
畠
山
重
忠
の
乱
に
際
し
、
乱
後
の
論
功
行
賞
は
「
尼
御
台
所
の
御

計
ら
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
政
子
が
乱
後
処
理
を
行
っ
た
こ
と
が
『
吾
妻
鏡
』
に

見
え
る（（6
（

。
東
国
の
御
家
人
社
会
で
、
政
子
は
故
将
軍
頼
朝
の
権
限
を
、「
尼
御
台

所
」
と
し
て
、
一
部
分
引
き
継
い
で
い
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
政
子

は
頼
朝
亡
き
後
源
家
二
代
・
三
代
将
軍
を
後
見
す
る
傍
ら
、
初
代
「
将
軍
」
の

「
御
台
所
」
と
し
て
、
頼
朝
の
菩
提
を
弔
う
役
割
の
ほ
か
に
、
重
大
事
件
勃
発
時

に
軍
事
指
揮
権
・
乱
後
の
論
功
行
賞
権
を
発
動
し
て
き
た
歴
史
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
と
思
う
。
こ
う
し
た
東
国
御
家
人
社
会
内
部
で
の
軍
事
指
揮
権
・
乱
後
処
理

権
限
の
発
揮
の
歴
史
が
、
承
久
の
乱
発
生
時
の
政
子
の
演
説
や
、
幕
府
の
的
確
・
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迅
速
な
軍
事
行
動
を
生
み
出
す
根
拠
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

　

承
久
の
乱
の
乱
後
処
理
と
し
て
、
承
久
の
乱
で
東
海
・
東
山
・
北
陸
三
軍
の
幕

府
軍
が
京
上
し
た
五
月
二
十
二
日
か
ら
一
ヶ
月
も
経
た
な
い
六
月
十
五
日
、
上
皇

が
北
条
義
時
追
討
宣
旨
の
撤
回
を
決
定
、
京
方
公
卿
や
院
北
面
た
ち
を
処
断
し
た

の
で
、
幕
府
は
後
鳥
羽
上
皇
、
順
徳
上
皇
を
隠
岐
と
佐
渡
に
流
し
、
次
い
で
土
御

門
上
皇
を
土
佐
国
に
流
し
た（（6
（

。

　

幕
府
に
と
っ
て
乱
の
首
謀
者
の
処
罰
に
並
ん
で
重
要
だ
っ
た
の
は
、
京
方
に
組

し
た
公
卿
や
武
士
の
所
領
を
没
収
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
承
久
三
年
八
月
、
土
御

門
上
皇
を
流
罪
に
す
る
前
に
、
幕
府
は
関
東
方
に
味
方
し
た
伊
勢
神
宮
な
ど
諸
社

に
神
領
を
寄
進
し
、
京
方
公
卿
・
武
士
の
所
領
を
恩
賞
に
宛
て
た
。
こ
の
所
領
は

泰
時
が
書
き
上
げ
た
と
こ
ろ
三
千
余
箇
所
あ
っ
た
。
そ
の
没
収
地
を
「
勇
敢
勲
功

之
浅
深
に
従
い
面
々
に
省
き
充
」
て
た
の
は
、
ま
た
こ
の
た
び
も
「
二
品
禅
尼
」

政
子
で
あ
る（（6
（

。
つ
ま
り
没
収
地
の
功
臣
へ
の
配
分
は
、
政
子
が
指
示
し
、
執
行
事

務
を
「
右
京
兆
」
義
時
が
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
『
吾
妻
鏡
』
の
記
述
か
ら
も
、

乱
後
処
理
の
最
高
決
定
権
は
、「
二
位
尼
」
政
子
が
握
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

5　

承
久
の
変
後
の
政
子
と
そ
の
死

　

承
久
の
変
の
翌
貞
応
元
年（
一
二
二
二
）、
幕
府
は
乱
後
に
補
任
さ
れ
た
守
護
・

地
頭
を
対
象
に
、
そ
の
所
務
を
定
め
、
非
法
を
禁
じ
、
ま
た
六
波
羅
に
守
護
・
地

頭
の
濫
妨
を
究
明
す
る
代
官
を
派
遣
し
、
新
補
地
頭
・
守
護
の
非
法
防
止
に
努
め

て
い
る（（6
（

。
政
子
か
ら
も
、
畿
内
・
西
国
の
在
庁
に
対
し
、
承
久
の
乱
後
に
新
補
し

た
守
護
・
地
頭
の
非
違
を
注
進
さ
せ
る
よ
う
指
示
が
出
さ
れ
、
義
時
が
そ
れ
に
基

づ
い
て
「
御
書
」
を
下
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
新
補
地
頭
な
ど
の
「
非
違
」
を

注
進
さ
せ
る
指
令
を
政
子
が
出
し
た
の
は
「
民
庶
の
憂
喜
を
知
る
た
め
」
で
あ
っ

た
と
『
吾
妻
鏡
』
は
述
べ
て
い
る（（6
（

。
政
子
の
眼
差
し
は
御
家
人
ば
か
り
で
な
く
、

頼
家
・
実
朝
将
軍
期
同
様
、
常
に
庶
民
の
方
に
も
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。

　

元
仁
元
年（
一
二
二
四
年
）六
月
二
十
八
日
、
北
条
政
子
は
六
歳
の
三
寅
の
後
見

と
し
て
北
条
泰
時（
四
十
二
歳
）と
時
房（
五
十
歳
）を
選
ん
だ（（6
（

。
自
ら
は
政
治
の
一
線

か
ら
退
く
決
意
か
ら
出
た
処
置
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
の
「
執
権
・
連
署
」

の
端
緒
で
あ
る
。
こ
れ
は
直
前
の
十
三
日
、
北
条
義
時
が
亡
く
な
っ
た
た
め
で
あ

る
（
（6
（

。
そ
し
て
自
ら
の
最
後
の
処
断
と
し
て
、
閏
七
月
、
政
子
は
伊
賀
氏
の
謀
叛
を

鎮
め
、
藤
原
実
雅
を
京
へ
送
り
返
し
た
。
こ
れ
を
機
に
幕
府
は
伊
賀
光
宗
の
所
領

を
没
収
し
、
光
宗
を
初
め
と
す
る
首
謀
者
を
配
流
し
て
い
る（（6
（

。

　

翌
嘉
禄
元
年（
一
二
二
五
）七
月
十
一
日
政
子
が
没
し
た
。
六
十
九
歳
で
あ
っ
た
。

そ
の
知
ら
せ
を
聞
き
、
悲
し
ん
で
自
ら
出
家
す
る
男
女
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
二

階
堂
行
盛
が
真
っ
先
に
「
素
懐
」
を
遂
げ（
出
家
し
）た（（7
（

。
行
盛
は
こ
の
年
政
所
執

事
で
あ
り
、
翌
年
評
定
衆
に
な
り
、
の
ち
『
御
成
敗
式
目
』
制
定
に
も
参
画
し
た

御
家
人
で
あ
る
。
政
子
の
描
く
幕
府
の
将
来
像
の
実
現
に
貢
献
し
た
人
物
の
一
人

で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

『
吾
妻
鏡
』
は
政
子
に
つ
い
て
亡
く
な
っ
た
日
に
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

「
前
漢
の
呂
后
に
同
じ
く
、
天
下
を
執
行
せ
し
め
給
う
、
若
し
く
は
又
神
功
皇
后

再
生
せ
し
め
、
我
国
の
皇
基
を
擁
護
せ
し
め
給
う
か
云
々
」
と
。
天
下
の
政
治
を

執
っ
た
こ
と
を
評
価
し
た
点
は
、
天
下
を
「
鎌
倉
幕
府
と
将
軍
家
の
政
治
と
仏

事
」
と
言
い
換
え
れ
ば
、
政
子
の
婚
姻
以
後
の
評
価
と
し
て
当
た
っ
て
い
る
と
思

う
。
政
子
の
葬
送
と
仏
事
は
頼
家
の
娘
「
竹
御
所
」（
母
は
木
曽
義
仲
の
娘
・
こ
の
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五
年
後
に
三
寅
す
な
わ
ち
将
軍
頼
経
の
御
台
所
に
な
っ
て
い
る
）に
よ
っ
て
「
定
豪
」
を

導
師
と
し
て
行
わ
れ
、「
二
位
家
」
の
百
箇
日
仏
事
は
北
条
泰
時
に
よ
っ
て
執
り

行
わ
れ
た（（7
（

。
お
わ
り
に

　

北
条
政
子
は
源
頼
朝
の
生
存
中
は
「
御
台
所
」
と
し
て
、
頼
朝
死
後
は
「
尼
御

台
所
」
と
し
て
、
東
国
御
家
人
社
会
の
御
家
人
・
庶
民
を
、
頼
朝
時
代
に
準
拠
し

つ
つ
、
守
り
続
け
て
き
た
こ
と
を
論
証
し
た
。
そ
の
傍
ら
頼
朝
を
初
め
と
し
て
源

家
の
親
族
・
先
祖
の
供
養
ば
か
り
で
な
く
、
保
元
・
平
治
の
乱
以
来
の
合
戦
で
亡

く
な
っ
た
多
く
の
武
士
の
菩
提
を
弔
い
亡
魂
を
鎮
め
る
作
業
も
、
寿
福
寺
の
造
営

や
熊
野
詣
と
し
て
行
っ
て
き
た
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
政
子
が
、
頼
朝
の

築
い
た
大
き
な
権
限
の
中
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
を
継
承
で
き
た
理
由
・
背
景
は
、

ど
の
よ
う
な
事
実
の
中
に
あ
っ
た
の
か
を
述
べ
て
、
本
稿
を
締
め
く
く
り
た
い
と

思
う
。

　

政
子
と
頼
朝
の
婚
姻
は
、
頼
朝
が
「
流
人
」
と
し
て
伊
豆
蛭
ヵ
小
島
に
流
さ
れ

て
い
た
と
き
、
政
子
が
「
暗
夜
に
迷
い
」「
深
雨
を
凌
ぎ
」
頼
朝
の
も
と
に
通
っ

た
（
（7
（

こ
と
に
始
ま
る
と
考
え
る
。
治
承
元
年（
一
一
七
七
）大
姫
が
誕
生
し
た
こ
と
に

よ
り
、
北
条
時
政
は
よ
う
や
く
政
子
の
頼
朝
と
の
婚
姻
を
承
認
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
政
子
は
父
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
積
極
的
に
自
ら
の
意
志
で
夫
頼

朝
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
が
後
々
ま
で
夫
婦
の
対
等
性
を
保
証
し
た
と

考
え
る
。

　

養
和
元
年（
一
一
八
一
）政
子
は
病
の
床
に
就
い
た
。
実
は
こ
れ
は
第
二
子
を
身

ご
も
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
が
、
予
め
真
相
が
知
ら
れ
な
い
時
代
だ
っ
た
た
め
、
御

家
人
た
ち
は
続
々
と
政
子
の
不
例
を
心
配
し
て
、
頼
朝
・
政
子
の
宿
舎
に
集
ま
っ

て
き
た
。
翌
寿
永
元
年
、
政
子
は
長
男
頼
家
を
生
ん
だ
。
八
月
十
二
日
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
お
産
の
直
前
「
在
国
の
御
家
人
等
、
近
日
多
く
以
て
参
上
」
と
あ
る
よ

う
に
、
ま
た
御
家
人
た
ち
が
鎌
倉
に
集
ま
り
、
出
産
後
に
は
、
御
家
人
た
ち
は

「
代
々
の
佳
例
」
に
従
っ
て
護
刀
を
進
上
し
て
い
る（（7
（

。
こ
の
よ
う
に
頼
朝
嫡
男
の

誕
生
を
御
家
人
た
ち
は
心
配
と
喜
び
の
両
方
の
感
情
を
抱
き
つ
つ
、
我
が
こ
と
の

よ
う
に
見
守
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
政
子
に
対
す
る
敬
愛
の
情
は
頼
家
出
産

時
以
来
御
家
人
の
心
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
政
子
の
妊
娠
中
、
頼
朝
は
「
亀
ノ
前
」
を
伏
見
広
綱
宅
に
匿
い
、
寵
愛
す

る
と
い
う
事
件
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
。『
吾
妻
鏡
』
は
こ
れ
を
「
御
密
通
」
と

表
現
し
て
い
る
。
政
子
を
正
室
と
し
て
い
る
以
上
、
頼
朝
の
行
為
は
「
密
通
」
と

し
か
写
ら
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　

翌
年
政
子
は
牧
宗
親
に
命
じ
て
「
亀
ノ
前
」
を
匿
っ
て
い
た
伏
見
広
綱
宅
を

「
破
却
」
さ
せ
る
。
こ
の
行
為
に
対
し
て
頼
朝
は
怒
り
、
牧
宗
親
の
髻

も
と
ど
りを
切
っ
て

い
る（（7
（

。
頼
朝
は
宗
親
に
恥
辱
を
与
え
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
の
頼
朝
の
言
は

「
御
台
所
を
重
ん
じ
る
の
は
神
妙
な
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
ど
う
し

て
自
分（
頼
朝
）に
知
ら
せ
な
か
っ
た
の
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

頼
朝
は
御
家
人
は
自
分
同
様
、
政
子
を
も
主
君
と
し
て
重
ん
じ
る
べ
き
で
あ
る
と

思
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
事
件
を
知
っ
た
牧
一
族
や
「
牧
の
方
」
の
夫
北
条
時
政
は
、
反
発
し
て
伊

豆
へ
引
き
上
げ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
牧
一
族
と
北
条
時
政
が
頼
朝
と
の
主
従
関

係
を
拒
否
す
る
行
為
で
あ
る
。
慌
て
た
頼
朝
は
、
伏
見
広
綱
を
遠
江
国
に
流
罪
に

北条政子の熊野詣とその意義
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処
し
て
い
る（（7
（

。
直
前
の
頼
朝
の
命
令
と
は
反
対
に
、
断
罪
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
に

な
る
。
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
頼
朝
の
「
朝
令
暮
改
」
が
生
じ
た
の
は
、「
御
台
所

の
御
憤
り
」
に
よ
っ
て
頼
朝
の
態
度
が
変
わ
っ
た
た
め
だ
と
、『
吾
妻
鏡
』
に
は

記
さ
れ
る
。

　

元
暦
元
年（
一
一
八
四
）、
頼
朝
は
大
姫（
八
歳
）の
許
嫁
志
水
義
高（
十
三
歳
・
木
曽

義
仲
の
子
息
・
父
の
敗
死
に
よ
り
鎌
倉
に
連
れ
て
こ
ら
れ
て
い
た
）を
、
堀
親
家
ら
に
命

じ
て
密
か
に
殺
さ
せ
た
。
大
姫
は
悲
し
み
の
あ
ま
り
水
分
の
摂
取
を
断
ち
、
こ
の

行
為
で
抗
議
の
意
を
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
頼
朝
は
の
ち
、
義
高
を
殺
害
し
た

堀
親
家
の
郎
従
を
「
晒
首
」
と
い
う
極
刑
に
処
し
て
い
る
。
ま
た
も
や
頼
朝
の
朝

令
暮
改
が
発
生
し
た
背
景
に
は
、「
御
台
所
の
御
憤
」
が
あ
っ
た
と
い
う（（7
（

。
政
子

は
こ
の
と
き
「
志
水
義
高
の
誅
罰
に
よ
り
、
大
姫
は
病
を
得
た
、
そ
れ
は
ひ
と
え

に
こ
の
男（
堀
親
家
の
郎
従
）の
不
義
か
ら
起
こ
っ
て
い
る
、
た
と
え
頼
朝
か
ら
殺

せ
と
い
う
仰
せ
を
被
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
内
々
に
姫
君
方
へ
子
細
を

申
し
上
げ
な
い
の
か
」
と
憤
っ
た
と
い
う
。
こ
の
政
子
の
言
葉
は
前
年
の
頼
朝
の

牧
宗
近
へ
の
断
罪
の
言
葉
そ
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
政
子
の
憤
り

の
言
を
受
け
て
、
頼
朝
は
「
返
す
言
葉
な
く
」、
堀
親
家
の
郎
従
を
晒
首
に
処
し

た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
事
件
は
、
御
家
人
と
の
主
従
関
係
を
構
築
し
て
い
る
主
君
は
、

頼
朝
だ
け
で
は
な
く
頼
朝
・
政
子
の
夫
婦
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
政
子

が
生
涯
頼
朝
の
「
御
台
所
」「
尼
御
台
」
と
し
て
尊
敬
さ
れ
執
政
で
き
た
の
は
、

「
鎌
倉
殿
」
と
御
家
人
の
間
に
主
従
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
「
鎌
倉
殿
」
と
は
頼
朝
単
身
で
は
な
く
、
正
室
政
子
や
そ
の
子
供
た
ち
を
含
ん

で
お
り
、
中
で
も
創
業
時
苦
労
を
共
に
し
た
政
子
は
、
頼
朝
の
次
位
に
座
る
畏
敬

対
象
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
頼
朝
自
身
「
御
家
人
た
ち
が
御
台
所
を
重
ん
じ
る
の

は
神
妙
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
政
子
を
尊
重
す
る
思
い
を
強
く

持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

文
治
二
年（
一
一
八
六
）四
月
八
日
の
鶴
岡
八
幡
宮
で
の
静
の
舞
見
物
の
際
、
頼

朝
が
静
の
舞
に
対
し
て
「
反
逆
者
義
経
を
慕
う
歌
だ
」
と
不
快
の
念
を
露
に
し
た

の
に
対
し
、
政
子
が
反
論
し
、
静
は
「
貞
女
」
で
あ
り
、
そ
の
芸
は
「
幽
玄
」
と

言
え
ま
し
ょ
う
と
、
正
反
対
の
評
価
を
下
し
た（（7
（

堂
々
た
る
姿
を
見
聞
き
し
た
御
家

人
た
ち
は
、
頼
朝
と
政
子
の
夫
婦
の
「
家
人
」
で
あ
る
こ
と
に
、
安
心
感
と
尊
敬

の
念
を
持
っ
た
と
し
か
思
え
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
頼
朝
と
政
子
の
夫
婦
は
、
婚
姻
時
よ
り
対
等
な
関
係
に
あ
っ
た
。

ま
た
頼
朝
自
身
、
政
子
を
重
ん
じ
る
こ
と
は
御
家
人
に
と
っ
て
「
神
妙
」
な
こ
と

だ
と
肯
定
し
て
お
り
、
御
家
人
達
の
方
か
ら
は
頼
朝
と
政
子
の
夫
婦
が
主
君
の
家

「
将
軍
家
」
を
形
成
し
て
い
る
と
、
夫
婦
単
位
の
家
で
あ
る
こ
と
を
、
幕
府
成
立

期
か
ら
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
、
頼
朝
の
死
後
、
政
子
が
頼
家
、
実
朝
を
後
見
し

つ
つ
、
時
に
は
軍
事
指
揮
権
や
恩
賞
給
与
権
な
ど
の
重
事
を
握
り
、
源
家
の
男
系

後
継
者
が
い
な
く
な
っ
た
と
き
、
幕
府
の
最
高
の
危
機
に
際
し
て
、
自
ら
執
政
す

る
姿
を
歴
史
に
残
し
た
理
由
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
う
し
た
政
子
の
生
涯
は
波
乱
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
休
息
の
暇
も
あ
ま
り

な
か
っ
た
と
云
え
る
が
、
政
子
は
執
政
の
合
間
を
縫
っ
て
、
寿
福
寺
を
造
営
し
た

り
、
二
度
の
熊
野
詣
で
を
行
っ
た
り
し
た
。
そ
れ
は
将
軍
家
や
そ
の
親
族
の
菩
提

を
弔
い
、
保
元
以
後
の
源
平
合
戦
や
そ
の
後
の
関
東
の
内
戦
ま
で
を
含
め
て
、
敵

味
方
に
拘
わ
ら
ず
、
命
を
落
と
し
た
多
く
の
武
士
や
庶
民
の
鎮
魂
の
祈
り
の
た
め

で
あ
っ
た
と
思
う
。
多
く
の
亡
く
な
っ
た
人
々
の
霊
魂
に
尊
敬
の
念
を
厚
く
し
、
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そ
の
鎮
魂
を
自
ら
の
も
う
一
つ
の
役
割
と
し
た
の
が
、
北
条
政
子
で
あ
っ
た
と
考

え
る
。
政
子
の
死
後
、
関
東
武
士
の
熊
野
詣
で
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
は
、
彼
ら

の
参
詣
の
前
提
に
、
政
子
の
二
度
の
、
沿
道
庶
民
や
幕
府
に
負
担
を
懸
け
な
い
、

少
人
数
で
の
熊
野
詣
で
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

　

嘉
禄
元
年（
一
二
二
五
）七
月
の
政
子
の
死
後
、
八
年
が
経
過
し
た
天
福
元
年（
一

二
三
三
）、
近
年
熊
野
山
で
日
夜
法
華
経
を
読
誦
す
る
隠
遁
生
活
を
送
っ
て
い
た

智
定
房（
下
河
辺
六
郎
行
秀
）が
、
熊
野
那
智
浦
か
ら
補
陀
落
山
に
渡
海
し
た
。
こ

の
行
秀
は
北
条
泰
時
の
「
弓
馬
の
友
」
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
経
緯
を
認

め
、
泰
時
に
書
状
を
託
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
行
秀
は
頼
朝
の
那

須
野
の
狩
の
時
、
射
手
に
命
じ
ら
れ
た
が
、
そ
の
箭や

が
大
鹿
に
当
た
ら
ず
逃
げ
る

と
い
う
失
態
を
犯
し
、
鹿
は
小
山
朝
政
が
射
取
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
行
秀
は

狩
り
場
で
出
家
を
遂
げ
、
逐
電
し
て
行
方
も
知
れ
な
か
っ
た
が
、
近
年
熊
野
山
に

居
て
修
行
し
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
泰
時
が
こ
の
書
状
を
将
軍
頼
経
の

御
所
に
持
参
し
披
露
し
た
の
で
、
た
ま
た
ま
伺
候
し
て
い
た
「
男
女
」
は
、
こ
の

書
状
の
内
容
を
聞
き
知
っ
て
、「
感
涙
」
を
流
し
た
と
さ
れ
る（（7
（

。

　

東
国
の
御
家
人
社
会
で
は
、
智
定
房
の
補
陀
落
渡
海
に
至
る
ほ
ど
の
深
刻
さ
は

な
く
と
も
、
政
子
が
行
っ
た
熊
野
詣
で
に
共
感
す
る
土
壌
は
、
政
子
の
往
生
以
後
、

静
か
に
広
が
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
政
子
の
大
役
を
勤
め
上
げ
た
そ
の
潔

さ
に
対
し
て
、
御
家
人
達
は
信
頼
と
尊
敬
の
念
を
厚
く
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と

思
う
。

注（
1
）	

五
来
重
『
熊
野
詣　

三
山
信
仰
と
文
化
』
淡
交
新
社
、
一
九
六
七
年
。

（
2
）	

宮
地
直
一
『
熊
野
三
山
の
史
的
研
究
』
国
民
信
仰
研
究
所
、
一
九
五
四
年
。

（
3
）	

児
玉
洋
一
『
熊
野
三
山
経
済
史
』
有
斐
閣
、
一
九
五
四
年
。

（
4
）	

新
城
常
三
『
新
稿
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
八
二
年
。

（
5
）	

小
山
靖
憲
『
熊
野
古
道
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
6
）	

戸
田
芳
実
『
歴
史
と
古
道　

歩
い
て
学
ぶ
中
世
史
』
人
文
書
院
、
一
九
九
二
年
。

（
7
）	

渡
辺
保
『
北
条
政
子
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
。

　
　
　

野
村
育
世
『
北
条
政
子　

尼
将
軍
の
時
代
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
。

　
　
　

田
端
泰
子
『
北
条
政
子　

幕
府
を
背
負
っ
た
尼
御
台
』
人
文
書
院
、
二
〇
〇
三
年
。

　
　
　

関
幸
彦
『
北
条
政
子　

母
が
嘆
き
は
浅
か
ら
ぬ
こ
と
に
候
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
〇
四
年
。

『
北
条
時
政
と
北
条
政
子
「
鎌
倉
」
の
時
代
を
担
っ
た
父
と
娘
』
山
川
出

版
社
、
二
〇
〇
九
年
。

　
　
　

こ
れ
ら
の
著
書
の
ほ
か
、
永
原
慶
二
、
上
横
手
雅
敬
、
杉
橋
隆
夫
な
ど
多
く
の
方

の
研
究
論
文
が
あ
る
。
最
も
新
し
い
研
究
論
文
と
し
て
、
田
辺
旬
氏
は
「
北
条
政
子

発
給
文
書
に
関
す
る
一
考
察
」
に
お
い
て
、
政
子
の
意
を
受
け
て
「
仮
名
奉
書
」
が

発
給
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
七
三
、
大
阪
歴
史
学
会
、

二
〇
一
九
年
）。

（
8
）	

『
一
遍
聖
絵
』
と
も
呼
ば
れ
、
十
二
巻
本
は
正
安
元
年（
一
二
九
九
）の
成
立
、
十

巻
本
は
数
多
の
転
写
本
が
あ
る
。

（
9
）	

『
大
日
本
史
料
』
第
三
編
の
一
、
東
京
帝
国
大
学
、
一
九
二
六
年
。

（
10
）	

『
平
安
遺
文
』
二
四
九
九
号
、
東
京
堂
、
一
九
五
五
年
。

（
11
）	

戸
田
芳
実
『
初
期
中
世
社
会
史
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
。

（
12
）	

『
吾
妻
鏡
』
文
治
元
年
二
月
十
九
日
条（
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
吾
妻
鏡
』
吉
川
弘

文
館
、
一
九
八
九
年
）。
以
下
『
吾
妻
鏡
』
か
ら
引
用
の
注
釈
は
、
年
月
日
の
み
を

記
す
こ
と
と
す
る
。

（
13
）	

文
治
二
年
三
月
十
二
日
条
。

（
14
）	
文
治
二
年
六
月
十
一
日
条
。

（
15
）	
文
治
五
年
三
月
十
三
日
条
。

（
16
）	
建
久
五
年
閏
八
月
十
二
日
条
。

（
17
）	

建
久
五
年
九
月
二
十
三
日
条
。

（
18
）	

清
水
正
健
編
『
荘
園
志
料
』
上
、
角
川
書
店
、
一
九
六
五
年
。
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（
19
）	

建
久
元
年
四
月
十
九
日
条
。

（
20
）	

建
久
五
年
十
月
二
十
五
日
条
。

（
21
）	
田
端
泰
子
前
掲
注（
7
）書
。

（
22
）	
承
元
四
年
九
月
十
四
日
条
。

（
23
）	

貞
応
元
年
四
月
二
十
七
日
条
。

（
24
）	

建
久
元
年
四
月
十
九
日
条
。

（
25
）	

文
治
元
年
三
月
七
日
条
。

（
26
）	

文
治
五
年
十
二
月
九
日
条
。

（
27
）	

『
玉
葉
』
名
著
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
。

（
28
）	

建
久
六
年
二
月
四
日
、
三
月
四
日
、
十
日
、
十
二
日
条
な
ど
。

（
29
）	

建
久
六
年
五
月
十
日
条
。
こ
の
熊
野
別
当
は
湛
増
で
あ
る
。
彼
は
初
め
平
氏
と
結

ん
で
い
た
が
、
治
承
・
寿
永
の
内
乱
で
は
、
熊
野
水
軍
を
率
い
て
源
氏
方
に
加
わ
り
、

屋
島
・
壇
ノ
浦
で
大
活
躍
し
た
熊
野
新
宮
別
当
で
あ
る
。
ま
た
父
湛
快
共
々
、
高
野

山
蓮
華
浄
院
領
南
部
荘
の
下
司
を
務
め
て
も
い
た
。

（
30
）	

『
鎌
倉
年
代
記
』（『
続
史
料
大
成
』
第
五
十
一
巻
所
収
、
臨
川
書
店
、
一
九
七
九

年
）。

（
31
）	

田
端
泰
子
前
掲
注（
7
）書
。

（
32
）	

正
治
二
年
十
二
月
二
十
八
日
条
。

（
33
）	

建
仁
三
年
九
月
二
日
条
。

（
34
）	

建
仁
元
年
十
月
六
日
条
。

（
35
）	

正
治
二
年
閏
二
月
十
三
日
条
。

（
36
）	

建
永
元
年
一
月
二
十
七
日
条
。

（
37
）	

『
源
家
長
日
記
』（『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
』
第
四
十
三
巻
所
收
、
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
七
年
）。

（
38
）	

承
元
元
年
三
月
二
十
日
条
。

（
39
）	

承
元
元
年
六
月
二
十
四
日
条
。

（
40
）	

承
元
二
年
十
月
十
日
条
。

（
41
）	

「
熊
野
夫
須
美
神
社
略
由
緒
」（『
社
寺
取
調
類
纂
第
四
冊
』
所
収
、
教
部
省
、
年

未
詳
）。

（
42
）	

承
元
四
年
六
月
十
三
日
条
。

（
43
）	

建
暦
元
年
六
月
二
十
六
日
条
。

（
44
）	

建
暦
二
年
二
月
十
九
日
、
九
月
二
十
一
日
条
。

（
45
）	

建
暦
二
年
十
月
二
十
二
日
条
。

（
46
）	

建
保
三
年
二
月
十
八
日
、
七
月
十
九
日
条
。

（
47
）	

建
保
五
年
六
月
二
十
日
条
。

（
48
）	

建
保
六
年
二
月
四
日
条
。

（
49
）	

建
保
六
年
十
月
二
十
六
日
条
。

（
50
）	

健
保
六
年
二
月
十
日
、
三
月
十
六
日
、
十
二
月
二
十
日
条
。

（
51
）	

建
保
六
年
十
二
月
二
十
一
日
条
。

（
52
）	

建
保
七
年（
承
元
元
年
）正
月
二
十
七
日
条
。

（
53
）	

承
元
元
年
閏
二
月
一
日
条
。

（
54
）	

承
元
元
年
三
月
九
日
条
。

（
55
）	

承
元
元
年
三
月
十
五
日
条
。

（
56
）	

『
百
練
抄
』（『
国
史
大
系
』
第
十
一
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
）。

（
57
）	

承
元
元
年
七
月
十
九
日
条
。
こ
の
日
の
最
後
の
部
分
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。「
酉
刻
、
有
政
所
始
、
若
君
幼
稚
之
間
、
二
品
禅
尼
可
聴
断
理
非
於
簾
中

云
々
」
と
。

（
58
）	

『
仁
和
寺
日
次
記
』（『
歴
代
残
闕
日
記
』
第
七
巻
所
収
、
臨
川
書
店
、
一
九
七
〇

年
）。

（
59
）	

承
元
三
年
五
月
十
九
日
条
。

（
60
）	

承
元
三
年
五
月
二
十
五
日
条
。

（
61
）	

注（
33
）に
同
じ
。

（
62
）	

元
久
二
年
七
月
八
日
条
。

（
63
）	

『
吾
妻
鏡
』
及
び
『
百
練
抄
』。

（
64
）	

承
久
三
年
八
月
七
日
条
。

（
65
）	
追
加
法（『
中
世
法
制
史
料
集
第
一
巻
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
）。

（
66
）	
貞
応
二
年
一
月
二
十
三
日
条
。

（
67
）	
元
仁
元
年
六
月
二
十
八
日
条
。

（
68
）	

元
仁
元
年
六
月
十
三
日
条
。

（
69
）	

元
仁
元
年
閏
七
月
三
日
、
二
十
九
日
、
八
月
二
十
九
日
条
。
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（
70
）	

嘉
禄
元
年
七
月
十
一
日
、
十
二
日
条
。

（
71
）	

嘉
禄
元
年
七
月
二
十
七
日
、
十
月
二
十
二
日
条
。

（
72
）	
文
治
二
年
四
月
八
日
条
。

（
73
）	
寿
永
元
年
八
月
十
一
日
、
十
二
日
、
十
三
日
条
。

（
74
）	

寿
永
元
年
十
一
月
十
日
、
十
二
日
条
。

（
75
）	

寿
永
元
年
十
一
月
十
四
日
、
十
二
月
十
日
、
十
六
日
条
。

（
76
）	

元
暦
元
年
四
月
二
十
一
日
、
二
十
四
日
、
六
月
二
十
七
日
条
。

（
77
）	

文
治
二
年
四
月
八
日
条
。

（
78
）	

天
福
元
年
五
月
二
十
七
日
条
。

女
子

大
理
姫

九
条
良
経

一
条
能
保

全
成

義
経

河
越
氏
の
娘

静

※

阿
波
局

※

阿
波
局

姫
君

※

頼
嗣※

藤
原
頼
嗣

為
義

義
朝

時
政

伴
為
房
の
娘

北
条
時
方

伊
東
入
道
の
娘

牧
の
方

源
頼
朝

政
子

女
子

稲
毛
重
成

宗
時

比
企
朝
宗
の
娘

義
時

政
村

重
時

女
子

長
時

光
時

時
実
女
子

三
浦
泰
村

時
氏

為
時

桧
皮
姫

時
頼
経
時

安
達
景
盛
の
娘

女
子

大
友
氏
の
娘

朝
時（
名
越
氏
）

安
保
実
員
の
娘

泰
時

三
浦
義
村
の
娘

伊
賀
朝
光
の
娘

女
子

足
利
義
兼

　（
連
）

時
房

乙
姫（
三
幡
）

善
哉（
公
暁
）

一
幡

竹
御
所

藤
原
頼
経

大
宮
局

実
朝（
千
幡
）

坊
門
信
清
の
娘

賀
茂
重
長
の
娘

頼
家 若

狭
局

木
曽
義
仲
の
娘

大
姫

志
水
義
高

婚姻
婚約

北 条 氏 源　　氏

源氏北条氏関係図

北条政子お手植と伝わる柿の木
（写真提供　武藤賢吾氏）
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